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は
じ
め
に

（
１
）
課
題
と
視
角

本
稿
で
は
、
近
代
日
本
に
お
い
て
馬
匹

ば
ひ
つ

の
徴
発
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た

の
か
を
、
地
域
の
具
体
的
な
実
態
に
即
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

軍
馬
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
至
る
ま
で
、
輸
送
や
移
動
の
手
段
と
し
て
戦
場

で
世
界
的
に
利
用
さ
れ
て
い
た
。
特
に
日
本
で
は
、
自
動
車
技
術
の
発
達
の
遅
れ
、

燃
料
の
欠
乏
、
戦
場
の
地
理
的
制
約
な
ど
か
ら
自
動
車
へ
の
転
換
が
進
ま
ず
、
馬

が
輸
送
・
移
動
手
段
の
主
力
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
戦
場
で
使
用
さ
れ
た
軍

馬
の
ほ
と
ん
ど
が
、
農
家
か
ら
徴
発
・
購
買
さ
れ
た
農
耕
馬
で
あ
っ
た
。

軍
馬
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
競
馬
と
の
関
係
を
論
じ
た
も
の
や （
１
）、
長
野
県

の
軍
馬
碑
を
用
い
た
民
衆
意
識
の
考
察 （
２
）、
戦
場
で
の
軍
馬
の
様
子
を
証
言
か
ら
集

め
た
も
の （
３
）な
ど
、
多
数
の
研
究
が
あ
る
。
中
で
も
、
軍
馬
と
地
域
社
会
と
の
関
係

を
考
え
る
上
で
は
、
馬
飼
養
農
家
の
経
営
状
況
に
着
目
し
た
大
瀧
真
俊
氏
の
研
究

が
注
目
さ
れ
る
。
大
瀧
氏
は
、
先
行
研
究
に
お
け
る
平
時
と
戦
時
の
断
絶
を
先
駆

的
に
指
摘
し
た
上
で
、
戦
間
期
に
お
け
る
民
間
馬
の
改
良
と
、
そ
の
結
果
可
能
と

な
っ
た
戦
時
の
大
量
徴
発
が
、
陸
軍
・
農
林
省
・
馬
飼
養
農
家
の
ど
の
よ
う
な
相

互
関
係
の
中
で
行
わ
れ
た
か
を
分
析
し
て
い
る （
４
）。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
軍
馬
研

究
で
は
、
馬
籍
や
馬
の
徴
発
の
存
在
が
大
前
提
と
し
て
認
識
さ
れ
て
き
た
た
め
、

徴
発
や
、
そ
の
前
提
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
馬
の
把
握
の
仕
組
み
自
体
を
分
析

す
る
作
業
は
、
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

こ
の
課
題
の
克
服
に
は
、
兵
事
事
務
・
行
政
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
研
究
の
手
法

が
参
考
に
な
る
。
富
山
県
東
砺
波
郡
庄
下
村
に
残
さ
れ
た
戦
争
に
関
わ
る
事
務
・

行
政
に
関
す
る
公
文
書
で
あ
る
兵
事
史
料
と
、
村
役
場
で
兵
事
業
務
を
行
っ
て
い

た
兵
事
係
の
出
分
重
信
氏
の
証
言
を
用
い
た
黒
田
俊
雄
氏
の
研
究
は
、
兵
事
事
務
・

行
政
の
復
元
研
究
の
先
駆
け
と
し
て
重
要
で
あ
る （
５
）。
ま
た
、
小
林
啓
治
氏
は
、
京

都
府
竹
野
郡
木
津
村
の
村
役
場
文
書
を
用
い
て
、
戦
時
下
に
お
け
る
行
政
町
村
の

兵
事
事
務
の
シ
ス
テ
ム
の
全
体
像
を
具
体
的
に
復
元
し
て
い
る
。
小
林
氏
は
兵
士

の
動
員
を
例
に
、
平
時
の
召
集
・
簡
閲
点
呼
の
仕
組
み
が
、
戦
時
の
召
集
時
に
も

転
用
さ
れ
機
能
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
ほ
か
、
日
中
戦
争
を
契
機
と
し

た
総
力
戦
体
制
の
強
化
に
伴
い
、
徴
兵
・
召
集
事
務
を
中
心
と
し
た
「
兵
事
事
務
」

が
、
軍
事

援
護
や
防
空
、
各
種

団
体
の
戦
争
へ
の
動
員
、
軍
馬
徴
発
な
ど
も
包
括

し
た

「
軍
事
行
政

」
に
拡
大
・
再
編
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る （
６
）。
し
か
し
、

馬
な
ど
の

モ
ノ
を
集
め
る
徴
発
業
務
に
つ
い
て
は
、
戦
時
特
有
の
現
象

扱
い
と
さ
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れ
、
平
時
と
は
分
断
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
先
行
研
究
が
抱
え
る
問
題
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
馬
匹
徴
発
に
つ
い
て
、

徴
発
自
体
と
、
そ
の
前
提
と
な
っ
た
馬
の
把
握
シ
ス
テ
ム
が
、
平
時
に
お
い
て
ど

の
よ
う
に
構
築
さ
れ
、
戦
時
に
ど
の
よ
う
に
機
能
し
た
の
か
（
あ
る
い
は
し
な
か
っ

た
の
か
）
を
、
主
に
富
山
県
東
砺
波
郡
庄
下
村
・
中
野
村
と
、
東
京
府
北
多
摩
郡

東
村
山
村
の
兵
事
史
料
を
用
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

な
お
、
日
本
に
は
近
代
を
通
し
て
一
五
〇
万
頭
程
度
の
馬
が
お
り
、
そ
の
八
割

が
農
耕
馬
で
あ
っ
た
。
馬
頭
数
は
東
日
本
に
集
中
し
て
お
り
、
西
日
本
で
は
馬
よ

り
も
牛
を
農
耕
に
使
用
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
東
日
本
の
中
で
も
、
北

海
道
・
東
北
地
方
は
馬
の
生
産
が
盛
ん
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
本
稿
で
対
象
と
す

る
関
東
・
北
陸
地
方
は
、
馬
を
生
産
す
る
よ
り
も
、
農
耕
に
利
用
す
る
使
役
地
と

し
て
の
性
格
が
強
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
馬
を
巡
る
社
会
が
持
つ
地

域
性
に
も
注
意
し
て
、
分
析
を
行
い
た
い
。

（
２
）
兵
事
史
料
に
つ
い
て

最
初
に
分
析
の
前
提
と
し
て
、
本
稿
で
使
用
す
る
兵
事
史
料
に
つ
い
て
確
認
す

る
。
一
九
四
五
年
八
月
一
四
日
、
参
謀
本
部
総
務
課
長
・
陸
軍
高
級
副
官
か
ら
全

陸
軍
部
隊
、
師
団
長
、
聯
隊
区
司
令
官
、
警
察
署
長
、
そ
し
て
市
町
村
長
に
対
し
、

機
密
資
料
の
焼
却
命
令
が
伝
達
さ
れ
た
。
焼
却
対
象
に
指
定
さ
れ
た
資
料
は
、
軍

の
管
轄
区
域
に
よ
っ
て
そ
の
範
囲
が
異
な
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が （
７
）、
町

村
役
場
の
動
揺
も
あ
り
、
結
果
的
に
全
国
の
多
く
の
兵
事
史
料
が
終
戦
直
後
に
焼

却
さ
れ
た
。
現
在
、
発
見
・
公
表
さ
れ
て
い
る
兵
事
史
料
は
、
全
国
の
旧
町
村
レ

ベ
ル
で
二
〇
ほ
ど
で
あ
る
。

小
林
氏
は
、
こ
れ
ら
の
兵
事
史
料
が
、
兵
事
係
が
書
類
を
焼
却
す
る
に
し
の
び

が
た
く
、
自
宅
な
ど
に
隠
し
た
結
果
残
存
し
た
タ
イ
プ
Ⅰ
と
、
焼
却
命
令
の
範
囲

外
だ
っ
た
た
め
に
、
他
の
村
役
場
文
書
と
共
に
部
分
的
に
残
っ
た
タ
イ
プ
Ⅱ
に
大

き
く
分
類
で
き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る （
８
）。

本
稿
で
使
用
す
る
兵
事
史
料
の
う
ち
、
「
東
村
山
村
（
町
）
兵
事
関
係
資
料
」

と
「
庄
下
村
兵
事
関
係
書
類
」
は
、
タ
イ
プ
Ⅰ
に
分
類
さ
れ
る
。
前
者
が
残
さ
れ

て
い
た
東
京
府
北
多
摩
郡
東
村
山
村
は
、
埼
玉
県
に
隣
接
し
、
一
九
三
八
年
時
点

の
世
帯
数
一
六
四
一
戸
の
う
ち
農

業
戸
数
は
八
四
八
戸
で
、
耕
地
面
積
の
う
ち

畑

が
多
い
の
が

特
徴
で
あ
る （
９
）。

周
辺
地
域
の
工
業
化
に
伴
う

人
口
増
加
も
あ
り
、
一

九
四
二
年
に
町

制
施
行
し
て
東
村
山
町
、
一
九
四
三
年
に
は
東
京
都
が

設
置
さ
れ

た
こ
と
で
東
京

都
北
多
摩
郡
東
村
山
町
と
な
っ
た （

�）。
兵
事
史
料
残
存
の
経
緯
に
つ

い
て
は
、
東
村
山
村
役
場
で
兵
事
主

任
を
務
め
た
野

口
好

古
氏
が
、
「
自
分
で
つ

く
っ
た

記
録
を

捨
て
る
の
が
残

念
で
」
「

燃
し
た
こ
と
に
し
て

重
要
と

思
わ
れ
る

も
の
だ

け
を
」
「

家
の
者
に
も

黙
っ
て

押
し

入
れ
の
中
に

入
れ
て

置
い
た
」

（

�）

と
証

言
し
て
い
る
。
現
在
は
東
村
山

ふ
る
さ
と
歴
史

館
が
所
蔵
し
て
お
り
、
兵
事
史
料

全
体
で
一
一
二
点
、
大
半
が
簿
冊
形
態
の
史
料
群
で
あ
る
。
陸
軍
に
お
け
る
徴
集
、

平
時

召
集
・

簡
閲
点
呼
、
戦
時
の
動
員
関
係
史
料
と
い
っ
た
、
焼
却
対
象
の
中
心

で
あ
っ
た
史
料
が
残
存
す
る
一
方
、
軍
事

援
護
、
恩
賞
、
村
葬
な
ど
の
一
般
兵
事

に
分
類
さ
れ
る
文
書
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、

秘
匿
に
よ
る
タ
イ
プ
Ⅰ
の
中
で
も
典
型

的
な
残
存

状
況
が
見
ら
れ
る
。

後
者
が
残
る
富
山
県
東
砺
波
郡
庄
下
村
は
、

散
居
村
と
呼
ば
れ
る
集
落
形

態
で

有
名
な
砺
波
平
野
に
あ
り
、
一
九
四
三
年
の
現

住
戸
数
は
二
四
一
戸
で （

�）、
農
繁
期

の
み
の
借
馬
も
含
め
、
水
田
の
耕
耘
な
ど
に
多
く
の
馬
を
使
用
し
た
地
域
で
あ
る
。

兵
事
史
料
に
つ
い
て
は
、
兵
事
係
の

出
分
氏
に
よ
る
と
、
何

箱
か
は
役
場
の
職
員

立
ち

合
い
で
焼
い
た
が
、
動

員
関
係
の
軍

歴
資
料
は
「
『
残
さ

ね
ば

何
も

わ
か
ら

ん
よ
う
に
な
る
ぞ
』
と
い
う
目
に
見
え
な
い
戦
没
者
、
明
治
以
来
の
参
戦
死
亡
者
、

参
戦
者
の

叫
び
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
な

気
が
し
た
」

（

�）

と
の
思
い
か
ら
、
深
夜

に
リ
ヤ
カ
ー
で
自
宅
に

運
び
込

み
、
史
料
を
整

理
し
な
が
ら
保
管
を
続

け
、
砺
波

論 文
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市
立
図
書
館
に
寄
贈
、
現
在
は
砺
波
郷
土
資
料
館
が
所
蔵
し
て
い
る
。
六
〇
点
の

簿
冊
が
残
さ
れ
、
一
般
兵
事
も
含
め
大
量
の
史
料
が
残
存
す
る
。
兵
事
係
の
史
料

を
残
そ
う
と
す
る
意
志
が
強
か
っ
た
た
め
に
、
秘
匿
に
よ
る
タ
イ
プ
Ⅰ
の
中
で
も

幅
広
い
史
料
が
残
存
し
た
の
が
こ
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
存
在
が
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
富
山
県
東
砺
波

郡
中
野
村
の
兵
事
史
料
を
紹
介
す
る
。
庄
下
村
の
南
東
部
に
隣
接
し
て
位
置
す
る

中
野
村
は
、
一
九
四
三
年
時
点
で
三
一
九
戸
で
、
庄
下
村
同
様
、
田
地
が
耕
地
の

ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
た （

�）。
砺
波
郷
土
資
料
館
に
寄
贈
さ
れ
る
ま
で
の
詳
し
い
残

存
経
緯
は
不
明
で
あ
る
が
、
兵
事
関
係
史
料
六
四
点
と
と
も
に
六
七
七
点
の
一
般

の
村
役
場
文
書
が
あ
る
こ
と
、
兵
事
史
料
の
中
で
も
「
一
般
兵
事
関
係
」
の
史
料

が
一
九
四
五
年
前
後
の
も
の
ま
で
多
数
残
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
動
員
関
係
の

史
料
は
命
令
通
り
焼
却
さ
れ
、
そ
れ
以
外
が
他
の
村
役
場
文
書
と
と
も
に
役
場
に

保
管
さ
れ
た
タ
イ
プ
Ⅱ
の
残
存
パ
タ
ー
ン
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
中
野
村
の
兵
事
史
料
に
は
、
興
味
深
い
特
徴
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、

一
九
四
一
年
ま
で
の
史
料
が
綴
ら
れ
た
「
支
那
事
変
」
関
係
の
簿
冊
は
数
冊
あ
る

が
、
そ
れ
以
降
の
「
大
東
亜
戦
争
」
期
の
簿
冊
が
一
冊
も
な
い
こ
と
、
も
う
一
つ

は
、
簿
冊
名
に
「
免
除
」「
不
用
」「
除
籍
」
と
入
っ
た
史
料
が
残
存
し
て
い
る
が
、

除
籍
前
の
簿
冊
は
一
冊
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
中
野
村
役
場
で
は
焼
却

命
令
を
受
け
た
際
、
動
員
関
係
の
史
料
に
該
当
し
、
か
つ
終
戦
時
に
現
用
と
認
識

し
て
い
た
簿
冊
だ
け
を
焼
却
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
中
で
も
馬
匹

関
係
の
史
料
と
し
て
は
、
「
（
馬
）
除
籍
簿
」
が
残
存
し
て
い
る
点
が
特
に
注
目
さ

れ
る
。
こ
れ
は
、
中
野
村
か
ら
転
出
し
た
こ
と
で
、
村
内
に
所
在
す
る
馬
の
戸
籍

を
綴
っ
た
「
馬
籍
簿
」
か
ら
除
籍
さ
れ
た
馬
の
戸
籍
を
別
に
編
綴
し
た
も
の
で
、

ど
の
よ
う
な
馬
が
い
つ
中
野
村
に
転
入
し
、
い
つ
ど
の
よ
う
な
理
由
で
転
出
し
た

か
ま
で
を
追
う
こ
と
が
で
き
る
。
使
い
終
わ
っ
た
馬
籍
を
編
綴
し
た
も
の
で
あ
り
、

動
員
業
務
に
直
接
使
用
さ
れ
る
史
料
で
は
な
い
た
め
、
兵
事
係
が
意
識
的
に
残
そ

う
と
し
た
場
合
、
選
択
肢
に
入
り
に
く
い
史
料
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
実
際
、

タ
イ
プ
Ⅰ
の
東
村
山
村
に
は
、
終
戦
直
後
ま
で
使
わ
れ
た
形
跡
の
あ
る
「
馬
籍
簿
」

は
あ
る
が
、
除
籍
簿
は
な
く
、
庄
下
村
に
は
そ
の
ど
ち
ら
も
残
っ
て
い
な
い
。
中

野
村
特
有
の
残
存
経
緯
に
対
応
し
て
残
っ
た
、
貴
重
な
史
料
と
言
え
よ
う
。

以
上
、
三
か
村
の
兵
事
史
料
の
性
格
を
確
認
し
た
。
一
見
す
る
と
、
戦
時
の
召

集
や
徴
発
業
務
に
直
接
関
わ
る
動
員
関
係
の
史
料
が
不
完
全
に
し
か
残
ら
な
い
タ

イ
プ
Ⅱ
の
史
料
群
よ
り
も
、
動
員
関
係
が
中
心
の
タ
イ
プ
Ⅰ
の
史
料
群
の
方
が
、

兵
事
事
務
・
行
政
の
分
析
に
は
適
当
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
動
員

に
直
接
関
わ
る
兵
事
史
料
だ
け
を
分
析
対
象
と
し
て
い
る
と
、
戦
時
動
員
の
局
面

以
外
は
見
え
に
く
く
な
り
、
必
然
的
に
、
戦
時
と
平
時
の
視
点
の
断
絶
を
生
む
こ

と
に
な
る
。
小
林
氏
は
、
タ
イ
プ
Ⅱ
に
当
て
は
ま
り
、
か
つ
兵
事
史
料
以
外
の
大

量
の
村
役
場
文
書
が
残
存
す
る
京
都
府

竹
野
郡
木
津
村
の
史
料
を
分
析
す
る
こ
と

で
、
行
政
村
が
戦
時
体
制
に
組
み
込
ま
れ
、
支
え
て
い
く
全
体
像
を
描
い
て
お
り （

�）、

こ
れ
は
重

要
な
分
析
視

角
で
あ
る
。
本
稿
の
分
析
で
も
、
馬
匹
徴
発
事
務
に
直
接

関
わ
る
兵
事
史
料
だ
け
で
な
く
、
馬
籍
や
馬
に
関
わ
る

法
規
の

条
文
、
陸
軍
が
作

成
し
た
史
料
な
ど
を
な
る

べ
く
幅
広
く
用
い
て
、
馬
の
把

握
シ
ス
テ
ム
と
徴
発
シ

ス
テ
ム
の
構
造
と
実

態
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

二
馬
籍
法
に
よ
る
馬

の
把
握

ま
ず
、
徴
発
の
前

提
と
し
て
、
日
中
戦
争
以
降
の
戦
時
に

民
間
馬
が
ど
の
よ
う

に
把
握
さ
れ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

日
中
戦
争
開

始
時
点
に
お
け
る
馬

の
把
握

シ
ス
テ
ム
は
、
一
九
二
二
年
四

月
一
日

施
行
の
「
馬
籍
法
」

（

�）、「
馬
籍
法
施

行
規
則
」

（

�）、「
地
方
馬

検
査
及
調

査
規
則
」

（

�）

に
規
定
さ
れ
た
。
馬
籍
法
が
主
に
馬
の

所
有

者
・
管
理

人
が
馬
を

飼
養
す
る
に
際
し
て
踏
ま
え
て
お
く

べ
き
基
本
的
な
事
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―47―



項
を
規
定
し
た
の
に
対
し
、
馬
籍
法
施
行
規
則
（
以
下
、
「
施
行
規
則
」
）
は
地
方

（
市
町
村
）
に
お
け
る
事
務
を
、
地
方
馬
検
査
及
調
査
規
則
（
以
下
、
「
検
査
及
調
査

規
則
」
）
は
軍
部
が
な
す
べ
き
業
務
を
規
定
し
た
。

な
お
、
三
法
規
が
施
行
さ
れ
た
翌
年
の
一
九
二
三
年
四
月
に
は
、
馬
に
関
す
る

政
策
の
主
管
が
陸
軍
省
か
ら
農
商
務
省
に
移
さ
れ
た （

�）。
ま
た
、
馬
籍
法
等
が
施
行

さ
れ
る
前
年
の
一
九
二
一
年
に
は
、
部
隊
の
余
剰
馬
の
う
ち
、
軍
馬
の
資
格
を
要

す
る
も
の
を
民
間
に
貸
し
付
け
て
お
き
、
必
要
時
に
引
き
上
げ
る
「
陸
軍
予
備
馬

貸
付
規
則
」
も
施
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
相
次
い
で
馬
に
関
連
す
る
法
整

備
が
行
わ
れ
た
背
景
に
は
、
馬
政
の
主
導
権
を
失
う
前
に
、
馬
の
動
員
体
制
を
整

え
よ
う
と
し
た
陸
軍
側
の
狙
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

以
下
で
は
、
三
法
規
の
条
文
と
、
実
際
に
村
役
場
で
作
成
さ
れ
た
史
料
を
も
と

に
、
馬
の
把
握
シ
ス
テ
ム
の
仕
組
み
と
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
た
か
を

明
ら
か
に
し
た
い
。

（
１
）
馬
籍
に
よ
る
馬
の
把
握

三
法
規
に
規
定
さ
れ
た
馬
の
把
握
シ
ス
テ
ム
の
中
で
最
も
特
徴
的
な
の
は
、
馬

籍
の
制
度
で
あ
る
。
馬
籍
は
市
町
村
内
に
お
い
て
飼
養
す
る
馬
一
頭
ご
と
に
作
製

さ
れ
、
編
綴
し
て
「
馬
籍
簿
」
と
し
て
保
管
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
（
馬
籍
法

第
二
条
、
施
行
規
則
第
一
条
）。
中
野
村
役
場
文
書
の
「
（
馬
）
除
籍
簿
」
に
は
、
除

籍
さ
れ
た
馬
の
馬
籍
が
六
五
枚
（
六
三
頭
分
）、
東
村
山
村
（
町
）
兵
事
関
係
書
類

の
「
馬
籍
簿
」
に
は
、
終
戦
直
後
の
時
点
で
東
村
山
村
で
飼
養
さ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
五
頭
分
の
馬
籍
五
枚
が
編
綴
さ
れ
て
い
る （

�）。
記
入
例
と
し
て
、
中
野
村

の
雄
幸
号
を
挙
げ
る
（
史
料
１
）。
印
刷
さ
れ
た
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
部
分
は
明
朝
体
、

書
き
込
ま
れ
た
箇
所
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
表
現
し
、
史
料
上
に
見
ら
れ
る
個
人
名
は

大
文
字
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
二
文
字
と
し
た （

�）。
馬
籍
に
は
、
馬
籍
法
施
行
規
則
に

指
定
さ
れ
た
様
式
に
よ
り
、
馬
の
名
称
、
性
別 （

�）、
毛
色
、
生
年
月
日
、
体
格 （

�）、
飼

養
場
所
、
所
有
者
な
ど
の
基
本
情
報
と
、
出
生
し
て
以
来
の
履
歴
が
記
入
さ
れ
た
。

雄
幸
号
の
馬
籍
の
履
歴
欄
の
冒
頭
に
は
、
「
石
川
県
羽
咋
郡
〔
中
略
〕
ヨ
リ
買
受
、

届
出
ニ
付
、
馬
籍
ヲ
作
ル
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
馬
籍
に
お
け
る
所
有
者
の
氏

名
・
住
所
欄
に
は
、
中
野
村
の

Ａ
Ｂ
の
み
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
基
本

的
に
、
中
野
村
に
馬
が
移
動
し
て
き
た
時
点
で

元
の
馬
籍
の
内
容
を
書
き
写
し
、

新
し
い
馬
籍
と
し
て
作
製
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
馬
の
飼
養
場
所
の

変
更
、

死
亡
な
ど
が
あ
っ
た
時
（
馬
籍
法
第
九
条
）、

所
有
者
の

変
更
な
ど
が
あ
っ
た
場

合
（
施
行
規
則
第

十
七
条
）
は
、
三

〇
日
以
内

に
届
け
出
て
馬
籍
を

変
更
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
届
け
出
を
し
な
か
っ

た
場

合
は
一

〇
円
以
下
の

科
料
が

課
さ
れ
（
馬
籍
法
第

十
四
条
）、
届
け
出
の

義
務
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化
が
図
ら
れ
て
い
た
。
馬
一

頭
ご
と
の
情
報
を
把
握
し
た

上
で
、
変
更
事
項
は
随
時
届

け
出
さ
せ
、
確
実
に
馬
の
居

場
所
を
把
握
す
る
こ
と
が
目

指
さ
れ
た
制
度
と
な
っ
て
い

た
。次
に
、
中
野
村
役
場
に
お

い
て
、
馬
の
出
入
を
ど
の
程

度
把
握
で
き
て
い
た
の
か
見

て
み
よ
う
。
中
野
村
の
六
五

枚
の
馬
籍
に
つ
い
て
、
馬
の

名
称
、
所
有
者
、
中
野
村
へ

の
出
入
年
月
日
と
そ
の
理
由

を
、
編
綴
順
に
番
号
を
付
し

て
表
１
に
ま
と
め
た
。

六
五
点
の
う
ち
、
六
一
点

に
つ
い
て
は
、
中
野
村
へ
の

移
動
を
指
す
と
思
わ
れ
る
内

容
の
記
載
が
あ
っ
た
。
対
し

て
、
除
籍
に
つ
い
て
は
、
法

規
上
は
、
馬
の
飼
養
場
所
が

他
市
町
村
に
移
っ
た
り
馬
が

死
亡
し
た
り
し
た
時
は
、
そ

の
事
由
・
年
月
日
を
記
載
し
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表1 中野村への馬の移出入状況

馬
籍 名称 所有者

入中野村 出中野村
馬
籍

年 月 日 入元 理由 馬齢 年 月 日 出先 理由

1 曙号 AA 19381112柳瀬村 買受 5 ? 1

2 雄幸号 AB 1940 125石川県羽咋郡 買受 7 1941 920 － 徴発 2

3 亭震号 AC 1941 8 8般若村 買受 6 1941 920 － 徴発 3

4 若福号 AD 1939 115? 所有届 7 1941 920 － 徴発 4

5 高嶋号 AE 19401110氷見郡 買受 1 19411030石川県河北郡 売却 5

6 櫻姫号 AF 1940 717油田村 買受 10 1942 515 － 斃死 6

7 藤号 AG 19381112熊本県 買受 7 1942 628 － 斃死 7

8 錦号 AH 1942 325石川県羽咋郡 買受 16 1942 620石川県羽咋郡 売却 8

9 南京号 AI ? ? 9

10電光号 AJ 1942 8 7北海道 買受 2 1942 9 1 － 斃死 10

11金山号 AJ 1940 715東野尻村 買受 2 1942 826石川県羽咋郡 売却 11

12増井号 AH 1941 717石川県鳳至郡 管理届出 7 1942 9 1山野村 売却 12

13第三タキマル号 AK 1941 1 7石川県羽咋郡 買受 6 ? 13

14アイカップ号 AC 194110 1般若村 買受 6 ? 14

15吉龍号
AL 1939 830石川県羽咋郡 買受 8

1943 625 ?
馬籍法施行

規則第18条
15

AM 1941 729中野村 ? －

16花百合号 AN 1941 4 4東京市 買受 7 ? 16

17岩藤号 AI 1942 8 6北海道 買受 2 1943 6 4井口村 売却 17

18高宗号 AO 19421216婦負郡 買受 11 ? 18

19仙龍号
AP ?

1943 724般若村 売却 19
AQ ? 管理人 －

20 AR 1940 110石川県羽咋郡 買受 2 1943 723山野村 売却 20

21沖子号 AS 1942 8 6北海道 買受 2 1943 720山野村 売却 21

22春風号
AO ?

? 22
AT 1943 319中野村 買受 －

23九州号 AU 1942 5 8中野村 出生 1 ? 23

24昭南号 AV 1943 3 2種田村 管理人届出 10 ? 24

25明花号 AA 1942 126北海道 買受 4 194311 5庄下村 売却 25

26松花号 AW 1944 221種田村 買受 9 1943*? 516 － 斃死 26

27天昌号 AX 1942 819北海道 買受 2 1944 124種田村 売却 27

28西富号
AD

1942
130北海道 買受 4

1944 130石川県羽咋郡 売却 28
AF 812中野村 売買 －

29□櫻号
AY 1942 8 8北海道 買受 2

1944 3 7庄下村 売却 29
AK ? 中野村 ? －

30春富号 AZ 1944 4 1 － 貸付予備馬付与 17 1944 6 6井波町 売却 30

31金辰号 AI 19431110石川県羽咋郡 譲受 1 1944 617 － 斃死 31

32 金逸号
BA

1944
4 1 － 貸付予備馬付与 18

1944 617井波町 売却 32
BB 5 1中野村 譲受 －

33北方号 AH 1943 915北海道 買受 2 1944 630山野村 売却 33

34白山号 AB 19411125婦負郡 買受 13 1944 7 1 － 満州移植馬購買 34

35金瓢号 BC 1944 4 1 － 貸付予備馬付与 18 1944 710 － 競市 35

36秋音号 AQ 1943 618太田村 買受 14 1944 710 － 競市 36



馬
籍
を
朱
線
で
抹
消
す
る

と
定
め
ら
れ
た
（
施
行
規

則
第
十
三
条
）。
し
か
し
、

中
野
村
の
除
籍
簿
中
に
は
、

除
籍
理
由
が
は
っ
き
り
し

な
い
も
の
が
二
四
点
あ
っ

た
。
中
で
も
、
曙
号
（
馬

籍
１
）
の
馬
籍
に
は
、
一

九
四
一
年
九
月
二
〇
日
の

「
金
沢
市
野
村
練
兵
場
へ

徴
発
馬
匹
ト
シ
テ
差
出
」

の
記
載
が
、
棒
線
で
削
除

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
曙
号

は
、
こ
の
日
の
動
員
で
は
、

実
際
に
は
徴
発
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
が
史
料
か
ら
確
認

で
き
る
（
次
章
参
照
）。
曙

号
の
馬
籍
の
履
歴
欄
の
最

後
に
は
、
一
九
四
二
年
一

月
二
六
日
の
日
付
だ
け
が

記
入
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

は
表
１
を
見
る
と
、
曙
号

の
所
有
者
Ａ
Ａ
が
松
花
号

（
馬
籍

25）
を
買
受
し
た

日
に
当
た
る
。
所
有
者
Ａ
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37吉野号
BD 1943 227

種田村
管理人届出 14

1944 7 5種田村 売却 37
BD 1944 225 買受 －

38正角号 BE 1943 4 1 － 貸付予備馬付与 18 1944 716井波町 売却 38

39小櫻号 AJ 1942 920南山見村 買受 3 1944 719南山見村 売却 39

40富定号 BF 1940 622南山見村 買受 2 1944 812 － 軍馬購買 40

41敷島号
AF 1942 8 8北海道 買受 2

? 41
BG ? 中野村 管理人 －

42第七トキワ号
BH 1941 128福井県 買受 3

? 42
BI ? 中野村 管理人 －

43山秋号 BJ 1944 522中野村 出生 1 19441115北般若村 売却 43

44瀧山号 AC 1943 830婦負郡 買受 11 1945 228 － 斃死 44

45勇勝号 AB 1944 627婦負郡 買受 3 1945 327般若村 売却 45

46立花号
BK 194311 8

岩手県九戸郡
管理人届出

1945 430中野村 売却 46
AK 1944 913 買受

47星浦号
AO 194312 7婦負郡 譲受

1945 514出町 売却 47
AX 19441228中野村 買受

48昭和号 BL 1943 420 ? 買受 12 ? 48

49豊勢号 AD 1942 812北海道 買受 2 1945 627北般若 売却 49

50初音号 AT 1943 827北海道 買受 2 1945 628北般若 売却 50

51南京号 AI 1940 710石川県羽咋郡 買受 2 ? 51

52城北号 BM 1945 1 4井波町 買受 11 ? 52

53山田号 AB 1945 416井口村 買受 10 ? 53

54初姫号 BN 19441120北海道河西郡 買受 194510 1 － 斃死 54

55立花号
AK

194311 8
岩手県

管理人届出 1

? 551944 913 買受 2

BO 1945 430中野村 買受 3

56初姫号 AW 19441120北海道 買受 2 19451021 － 斃死 56

57根本号
AP 1941 2 1氷見郡 譲受 12

? 57
BF ? 管理人 －

58豪輝号 AF 1944 331雄神村 買受 5 ? 58

59花号 BP 1944 620石川県羽咋郡 買受 11 19451112 － 斃死 59

60春日号 AT 1945 628北般若村 買受 3 ? 60

61第二初女号 AT 1945 717射水郡 買受 6 ? 61

62長久号 AB 1945 913北野村 買受 6 ? 62

63玉川号 BQ
194311 8

岩手県
管理人届出 2

? 63
1944 913 買受 －

64幸輝号
AS 1943 9 2北海道 買受 2

? 64
AD 1945 623中野村 買受 －

65稲花号
AE 19401110氷見郡 買受 1

? 65
BR ? 中野村 買受 －

備考：中野村役場文書「除籍簿」より作成。東砺波郡については村名のみ、富山県内の東砺波郡以外の郡につ
いては郡名のみを記載した。

＊1馬籍17における最終記述年の「馬籍法28条ニ依ル」は、「18条」の書き間違いと推測される。
＊2馬籍26における斃死年は、馬籍には「昭和十八年五月十六日」と記載があるが、「昭和十九年」の書き
間違いと推測される。



Ａ
が
新
し
い
馬
を
購
入
し
、
村
役
場
に
届
け
出
た
際
に
、
曙
号
の
馬
籍
に
間
違
っ

た
記
載
を
し
て
除
籍
し
て
い
た
こ
と
に
気
づ
き
、
馬
籍
を
修
正
し
た
の
だ
ろ
う
。

少
な
く
と
も
中
野
村
役
場
に
お
い
て
は
、
馬
籍
の
厳
密
な
記
帳
や
除
籍
作
業
が
行

わ
れ
て
い
た
と
は
言
え
な
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
２
）
地
方
馬
検
査
に
よ
る
馬
の
把
握

馬
籍
法
に
は
、
馬
籍
の
作
製
と
と
も
に
、
地
方
馬
検
査
の
実
施
に
つ
い
て
も
規

定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
検
査
は
師
団
長
が
所
管
徴
馬
管
区
内 （

�）に
お
け
る
馬
に
対
し

て
実
施
し
（
施
行
規
則
第
二
十
一
条
）、
拒
否
・
妨
害
・
忌
避
す
る
者
に
は
罰
金
ま

た
は
科
料
が
課
さ
れ
（
馬
籍
法
第
十
三
条
）、
検
査
に
つ
い
て
も
受
検
が
義
務
化
さ

れ
て
い
た
。

検
査
官
に
つ
い
て
は
、
「
騎
兵
、
砲
兵
、
輜
重
兵
佐
官
若
ハ
大
尉
、
又
ハ
獣
医

部
上
長
官
若
ハ
士
官
ヲ
以
テ
之
ニ
充
ツ
ヘ
シ
」
（
検
査
及
調
査
規
則
第
六
条
）
と
規

定
さ
れ
、
実
際
に
部
隊
で
馬
を
扱
う
軍
人
が
担
っ
た
。
検
査
官
の
執
務
要
領
と
し

て
は
、
馬
籍
の
点
検
、
体
高
と
蹄
号
数
の
測
定
、
馬
格
・
健
否
・
能
力
・
用
役
の

測
定
、
現
在
用
役
の
調
査
を
行
い
（
検
査
及
調
査
規
則
第
十
条
）、
馬
の
買
上
時
の

価
格
見
込
の
表
示
、
馬
の
飼
養
・
管
理
に
関
す
る
口
演
な
ど
も
規
定
さ
れ
た
（
検

査
及
調
査
規
則
第
十
一
条
）。
地
方
馬
の
実
情
を
平
時
か
ら
検
査
官
が
実
際
に
見
て

確
認
し
、
民
間
へ
の
教
育
も
行
う
場
と
し
て
、
地
方
馬
検
査
が
機
能
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

検
査
の
具
体
的
な
手
順
に
つ
い
て
は
、
図
１
に
示
し
た
（
町
村
の
場
合
）。
ま
ず

①
師
団
長
は
、
検
査
施
行
三
〇
日
前
ま
で
に
、
関
係
警
察
署
長
に
必
要
事
項
を
通

知
す
る
。
②
通
知
を
受
け
た
警
察
署
長
は
、
必
要
事
項
を
町
村
長
に
通
達
し
、

③
町
村
長
は
検
査
を
受
け
る
日
割
と
必
要
事
項
を
、
馬
の
所
有
者
ま
た
は
管
理
人

に
通
知
し
た
。
④
通
知
を
受
け
た
馬
の
所
有
者
ま
た
は
管
理
人
は
、
指
定
さ
れ
た

日
に
馬
を
検
査
場
に
曳
い
て
行
く
こ
と
に
な
る
（
以
上
、
施
行
規
則
第
二
十
三
条
）。

検
査
場
で
は
、
⑤
町
村
長
は
出
場
馬
連
名
簿
（
馬
の
名
称
等
の
基
本
情
報
と
見
込

価
格
）
を
検
査
官
に
交
付
し
、
検
査
に
立
ち
会
う
（
馬
籍
法
第
十
一
条
、
施
行
規
則

第
二
十
四
条
）。
⑥
検
査
終
了
後
は
、
三
〇
日
以
内
に
検
査
官
か
ら
検
査
成
績
表

（
馬
の
名
称
・
用
役
・
体
高
）
が
送
付
さ
れ
た
（
施
行
規
則
第
二
十
四
条
）。
地
方
馬
検

査
の
結
果
（
体
高
・
用
役
）
は
、
明
け
三
歳
以
上
に
な
る
と
馬
籍
に
記
入
す
る
と

定
め
ら
れ
て
お
り
（
馬
籍
法
第
四
条
）、
町
村
長
は
こ
の
成
績
表
に
示
さ
れ
た
検
査

結
果
を

利
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
検
査
官
は
、

⑦
検
査
終
了
後
一
五
日
以
内
に
、
師
団
長
に
対
し
検
査
に

つ
い
て
の

詳
細
な
報

告
書
を

提
出
し
（
検
査
及
調
査
規
則
第
十
三
条
）、

⑧
師
団
長

は
検
査
終
了
後
三
〇
日
以
内
に

陸
軍
大

臣
に
対
し
て
検
査
成
績
表
（
検
査
馬
数
、

合
格
・
不
合
格
馬
数
、
合
格
馬
の
用
役
）
を
提
出
す
る
（
検
査
及
調
査
規
則
第
十
四
条
）、

と
い
う

流
れ
に
な
っ
て
い
た
。
地
方
馬
検
査
に

よ
っ
て
、
師
団
長
は
所
管
徴
馬
管

区
内
で
の
地
方
馬
の
現
状
を
把
握
し
、
陸
軍
大
臣
も
各
地
区
に
お
け
る
馬
の
合
格
・

不
合
格
数
（
軍
用
馬

と
し
て
の
徴

発
基

準

に
対
す
る
合
格
・

不

合
格
と
考
え
ら
れ
る
）

を
把
握
す
る
シ
ス
テ

ム
が
成
立
し
た
こ
と

が
分
か
る
。

馬
籍
へ
の
記
入
例

を
見
て
お
く
と
、
近

衛
師
団
の
徴
馬
管
区

内
で
あ
っ
た
東
村
山

村
で
は
、
一
九
三
七
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図1 地方馬検査実施手順



年
一
一
月
か
ら
村
内
で
飼
養
さ
れ
て
い
た
第
三
ヒ
ト
ト
ビ
号
の
馬
籍
の
履
歴
欄
に
、

一
九
四
三
年
三
月
二
七
日
に
「
地
方
馬
検
査
ニ
於
テ
検
査
官
ノ
検
査
ヲ
受
ク
」
と

黒
字
で
記
載
が
あ
る
。
第
九
師
団
の
管
区
内
で
あ
っ
た
中
野
村
に
つ
い
て
も
、
一

九
四
〇
年
九
月
四
日
と
一
九
四
二
年
八
月
三
日
に
「
検
査
官
ノ
検
査
ヲ
受
ク
」
と

記
入
さ
れ
た
も
の
が
複
数
あ
る
。
一
九
四
〇
年
は
軍
馬
と
し
て
の
資
格
が
な
い
と

判
断
さ
れ
た
馬
の
み
、
一
九
四
二
年
は
当
該
時
期
に
中
野
村
に
い
た
全
て
の
馬
が

受
検
し
て
お
り
、
東
村
山
村
と
は
実
施
状
況
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
各
師
団
の
必

要
に
応
じ
て
検
査
が
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
市
町
村
長
は
、
毎
年
一
〇
月
一
日
調
を
も
っ
て
馬
調
査
表
（
村
内
所
在

馬
の
体
高
・
年
齢
・
性
別
・
用
役
別
の
頭
数
表
）
を
調
製
し
、
警
察
署
長
経
由
で
師

団
長
に
送
付
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
（
施
行
規
則
第
十
九
条
）。
市
町
村
長
は
、

馬
籍
の
数
や
記
入
し
た
検
査
結
果
を
参
考
に
し
て
、
馬
調
査
表
を
作
製
し
、
報
告

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
各
師
団
は
、
馬
籍
法
な
ど
に
規
定
さ
れ
た
馬
籍
の
作
製
と
、

そ
れ
を
も
と
に
し
た
地
方
馬
検
査
の
実
施
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
馬
が
何
頭
所

在
す
る
か
を
平
時
の
う
ち
か
ら
市
町
村
役
場
に
把
握
さ
せ
る
制
度
を
成
立
さ
せ
て

い
た
。
中
野
村
の
除
籍
簿
と
東
村
山
村
の
馬
籍
簿
か
ら
は
、
馬
籍
が
村
役
場
に
お

い
て
必
ず
し
も
完
璧
に
管
理
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
状
況
に
あ
っ
た
一
方
、
村
内

の
馬
一
頭
一
頭
が
、
所
有
者
や
性
別
、
地
方
馬
検
査
で
判
定
さ
れ
た
用
役
な
ど
の

情
報
と
共
に
把
握
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
の
よ
う
な
馬
の
把
握
制
度
を
下
地
と
し
て
、
日
中
全
面
戦
争
開
始
以
降
に

は
ど
の
よ
う
に
馬
匹
徴
発
が
行
わ
れ
た
の
か
、
次
章
で
確
認
し
た
い
。

三
馬
匹
徴
発
の
仕
組
み
と
実
態

馬
匹
徴
発
に
つ
い
て
規
定
し
た
法
規
と
し
て
は
、
一
八
九
九
年
施
行
の
「
馬
匹

徴
発
事
務
細
則
」
が
改
訂
を
繰
り
返
し
終
戦
ま
で
機
能
し
た
。
以
下
で
は
、
一
九

三
七
年
時
点
で
の
馬
匹
徴
発
事
務
細
則
を
基
本
に （

�）、
中
野
村
、
庄
下
村
、
東
村
山

村
の
兵
事
史
料
の
記
載
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
馬
匹
徴
発
の
手
順
を
整
理
す
る
。

そ
の
上
で
、
各
村
に
お
け
る
馬
の
徴
発
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

な
お
、
馬
匹
徴
発
事
務
細
則
に
規
定
さ
れ
た
徴
発
事
務
に
使
用
さ
れ
る
各
書
類

に
は
、
便
宜
上
ａ
～
ｆ
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
付
し
て
説
明
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

ま
た
、
中
野
村
・
庄
下
村
に
お
け
る
馬
匹
徴
発
と
し
て
は
、
一
九
三
七
～
四
四

年
に
、
第
六
動
員
一
号
、
第
二
動
員
二
号
、
第
四
動
員
、
武
第
二
動
員
二
号
、
一

九
四
一
年
九
月
の
中
野
村
に
お
け
る
臨
時
編
成
、
同
年
一
二
月
の
庄
下
村
に
お
け

る
臨
時
編
成
が
行
わ
れ
た
。
二
回
の
臨
時
編
成
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
混
同
を

避
け
る
た
め
、
九
月
の
中
野
村
の
も
の
を
「
臨
時
編
成
①
」
、
一
二
月
の
庄
下
村

の
も
の
を
「
臨
時
編
成
②
」
と
表
現
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
１
）
馬
匹
徴
発
の
仕
組
み

①
徴
発
準
備
段
階

は
じ
め
に
、
動
員
令
が
出
さ
れ
る
前
の
手
順
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
ま
ず
、
①

師
団
長
が
予
め
警
察
署
長
に
ａ
「
徴
発
馬
匹
差
出
日
割
表
」
（
以
下
「
ａ
日
割
表
」
）

と
ｂ
「
馬
匹
徴
発
書
」
（
以
下
「
ｂ
徴
発
書
」
）
を
送
付
す
る
（
第
十
三
条
）。
ａ
日

割
表
（
史
料
２
―
ａ
）
に
は
、
差
出
動
員
日
時
と
、
応
徴
町
村
ご
と
に
差
し
出
す

べ
き
馬
の
頭
数
が
用
役
別
・
性
別
に
指
定
さ
れ
た
。
動
員
日
時
は
「
動
員
第
○
日
」

の
よ
う
に
表
現
さ
れ
、
実

際
の
動
員
日
時
が
決
定
す
る
前
か
ら
、
町
村
ご
と
の
差

出
頭
数
の

配
分
が
こ
の
時
点
で

決
定
さ
れ
た
。

ａ
日
割
表
は
、
警
察
署
長
か
ら
さ
ら
に
町
村
長
に
送
付
さ
れ
、
町
村
長
は
ａ
日

割
表
に

指
定
さ
れ
た
馬
匹
を
確
実
に
差
し
出
せ
る

準
備
を
し
て
お
く
こ
と
が
定
め

ら
れ
た
（
第
十
七
条
）。
史
料
２
―
ａ
に
は
、
中
野
村
・
庄
下
村
以

外
の

近
隣
の
町

村
も

含
ま
れ
て
お
り
、
各
警
察
署
の
管

轄
区
域
ご
と
に
作
製
さ
れ
た
こ
と
が
分
か

論 文
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る
。
中
野
村
と
庄
下
村
の
徴
発
事
務
を
管
轄
し
た
出
町
警
察
署
の
場
合
、
一
五
か

村
程
度
が
管
内
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ｂ
徴
発
書
（
史
料
２
―
ｂ
）
に
は
、
町
村
ご
と
に
差
し
出
す
馬
の
用
役
別
・
性

別
の
頭
数
と
、
差
出
場
所
到
着
期
日
が
記
入
さ
れ
た
。
警
察
署
長
に
は
、
ａ
日
割

表
一
通
と
ｂ
徴
発
書
を
動
員
下
令
ま
で
確
実
に
保
管
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
、

ｂ
徴
発
書
は
当
該
師
団
の
動
員
令
が
下
っ
て
か
ら
効
力
を
有
す
る
と
さ
れ
た
（
第

十
八
条
）。
動
員
令
が
出
る
ま
で
は
、
ａ
日
割
表
に
記
載
さ
れ
た
町
村
ご
と
の
差

し
出
し
頭
数
の
み
を
書
き
込
ん
だ
状
態
で
保
管
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ａ
日
割
表
と
ｂ
徴
発
書
の
調
製
日
か
ら
は
、
人
の
動
員
に
充
員
召
集
と
臨
時
召

集
が
あ
る
よ
う
に
、
馬
の
徴
発
に
も
二
種
類
の
動
員
方
法
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

表
２
に
は
、
中
野
村
と
庄
下
村
に
お
け
る
動
員
ご
と
の
ａ
日
割
表
、
ｂ
徴
発
書
の
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史料2－a 徴発馬匹差出日割表（庄下村兵事関係書類）

史料2－b 馬匹徴発書（庄下村兵事関係書類）



調
製
日
を
示
し
た
。
一
九
三
七
年
の
第
六
動
員

一
号
と
第
二
動
員
二
号
、
一
九
四
一
年
の
武
第

二
動
員
二
号
は
、
ａ
日
割
表
は
一
月
末
か
ら
二

月
一
日
に
、
ｂ
徴
発
書
は
四
月
一
日
付
で
調
製

さ
れ
て
い
る
。
二
月
ま
で
に
年
度
ご
と
の
動
員

計
画
を
策
定
し
た
上
で
、
ａ
日
割
表
で
先
に
差

し
出
し
頭
数
を
町
村
に
指
示
し
て
お
き
、
正
式

な
頭
数
は
四
月
一
日
付
の
ｂ
徴
発
書
に
よ
っ
て

通
知
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

な
お
、
第
六
動
員
一
号
は
一
九
三
七
年
八
月

二
八
日
に
、
第
二
動
員
二
号
は
同
年
一
〇
月
一

七
日
に
徴
発
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
七
月
の
日

中
全
面
戦
争
開
始
に
伴
い
、
動
員
令
が
出
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
武
第
二
動
員
二
号

は
、
一
九
四
一
年
七
月
一
六
日
が
馬
匹
の
差
出

日
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
七
月
一
〇
日

に
第
一
次
動
員
、
七
月
一
六
日
に
第
二
次
動
員

が
下
令
さ
れ
た
関
東
特
種
演
習
（
関
特
演
）
の
時
期
に
重
な
る
。
日
中
全
面
戦
争

の
開
始
に
よ
る
戦
時
体
制
へ
の
移
行
や
、
大
動
員
で
あ
っ
た
関
特
演
の
実
施
な
ど
、

特
に
大
規
模
な
動
員
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
、
各
年
度
の
動
員
計
画
を
用
い
た

徴
発
が
実
施
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
お
き
た
い
。

以
上
が
、
単
に
「
馬
匹
徴
発
」
と
兵
事
史
料
上
で
表
記
さ
れ
る
徴
発
で
あ
る
が
、

ａ
日
割
表
や
ｂ
徴
発
書
の
調
製
日
が
こ
れ
に
当
て
は
ま
ら
ず
、
「
臨
時
」
と
し
て

行
わ
れ
る
徴
発
も
あ
っ
た
。
第
四
動
員
、
中
野
村
の
臨
時
編
成
①
、
庄
下
村
の
臨

時
編
成
②
は
、
表
２
を
見
る
と
、
ａ
日
割
表
と
ｂ
徴
発
書
が
同
日
に
調
製
さ
れ
て

い
る
。
動
員
下
令
前
に
予
め
ａ
日
割
表
を
送
付
し
て
お
く
行
程
が
省
略
さ
れ
、

ａ
日
割
表
と
ｂ
徴
発
書
が
同
時
に
調
製
さ
れ
、
師
団
長
か
ら
町
村
役
場
ま
で
同
時

に
送
付
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ａ
日
割
表
と
ｂ
徴
発
書
が
調
製
さ
れ
て

か
ら
実
際
に
徴
発
が
行
わ
れ
る
ま
で
の
期
間
も
短
い
。
こ
れ
ら
の
動
員
は
、
馬
匹

徴
発
事
務
細
則
第
三
十
九
条
の
「
戦
時
事
変
ニ
際
シ
動
員
令
ニ
準
ス
ヘ
キ
臨
時
命

令
」
に
よ
る
馬
匹
徴
発
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
も
、
「
別
ニ
連
隊

区
司
令
官
ニ
徴
発
馬
匹
差
出
日
割
表
ヲ
達
シ
、
警
察
署
長
又
ハ
市
長
ニ
同
表
及
馬

匹
徴
発
書
ヲ
送
付
ス
ヘ
シ
〔
中
略
〕
前
項
ノ
馬
匹
ノ
徴
発
ニ
関
シ
テ
ハ
本
令
ヲ
準

用
ス
」
と
あ
る
よ
う
に
、
徴
発
の
手
順
は
通
常
の
動
員
と
同
様
で
あ
っ
た
。
各
師

団
に
お
い
て
臨
時
に
馬
を
補
充
す
る
必
要
が
生
じ
た
際
に
、
「
臨
時
命
令
」
と
し

て
速
や
か
に
調
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
し
て
、
師
団
に
よ
り
馬
の
徴
発
計
画
が
立
て
ら
れ
た
上
で
、

ａ
日
割
表
や
ｂ
徴
発
書
が
調
製
さ
れ
、
予
め
警
察
署
や
町
村
役
場
に
送
付
さ
れ
る

こ
と
で
、
馬
匹
徴
発
が
準
備
さ
れ
た
。

②
馬
匹
徴
発
実
施
段
階

続
い
て
、
動
員
令
が
出
さ
れ
て
か
ら
実
際
に
徴
発
が
行
わ
れ
る
ま
で
を
見
る
。

師
団
長
か
ら
動
員
令
が
下
る
と
、
②
警
察
署
長
は
ａ
日
割
表
で
指
定
さ
れ
て
い
た

動
員
日
時
を
実
際
の
暦
日
に
換
算
し
、
ｂ
徴
発
書
に
差
し
出
し
日
時
を
記
入
し
町

村
長
に
達
す
る
（
第
二
十
四
条
）。
③
ｂ
徴
発
書
の
送
付
を
受
け
た
町
村
長
は
、
馬

匹
の
所
有
者
ま
た
は
管
理
人
に
ｃ
「
馬
匹
徴
発
告
知
書
」
（
以
下
「
ｃ
告
知
書
」
）
を

交
付
し
（
第
二
十
五
条
）、
所
有
・
管
理
す
る
馬
が
徴
発
対
象
と
な
る
こ
と
を
告
知

し
た
。

ｃ
告
知
書
（
史
料
２
―
ｃ
）
は
、
差
し
出
す
期
日
・
時
刻
と
、
差
し
出
す
馬
の

年
齢
・
体
高
の
下
限
、
用
役
・
性
別
差
出
頭
数
が
記
入
さ
れ
た
「
馬
匹
徴
発
告
知
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表2 各動員におけるa日割表、b徴発書調製日（庄下村・中野村）

年度 動員 差出動員日時 応徴村 a日割表 b徴発書 差出日

1937年
第6動員1号 動員第3日 中野・庄下

1/25 4/1
8/28

第2動員2号 動員第5日 中野・庄下 10/17

1938年 第4動員 動員第5日 中野・庄下 8/29 8/29 9/13

1941年

武第2動員2号 編成第4日 中野 2/1 4/1 7/16

臨時編成① 編成第6日 中野 9/10 9/10 9/20

臨時編成②
編成第3日

庄下 12/1 12/1
12/22

編成第6日 12/25
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史料2－c 馬匹徴発告知書（告知書部分は馬匹徴発事務細則、受領証部分は中野村役場文書による）

史料2－e 徴発馬匹名票（中野村役場文書）



書
」
（
右
側
）
部
分
と
、
告
知
書
受
領
日
時
と
受
領
者
を
記
入
す
る
「
受
領
証
」

（
左
側
）
部
分
と
に
分
か
れ
る
。
役
場
か
ら
交
付
さ
れ
た
告
知
書
は
、
徴
発
対
象

馬
匹
の
所
有
者
（
ま
た
は
管
理
人
）
に
届
け
ら
れ
た
後
、
受
領
証
部
分
を
切
り
取

り
役
場
に
持
ち
帰
っ
た
と
見
ら
れ
、
役
場
に
は
受
領
日
時
と
受
領
者
名
が
記
入
さ

れ
た
受
領
証
部
分
の
み
が
残
っ
て
い
る
。
人
の
召
集
令
状
が
「
赤
紙
」
と
言
わ
れ

た
の
に
対
し
て
、
馬
の
ｃ
告
知
書
は
青
色
の
紙
で
調
製
さ
れ
た
。
こ
の
告
知
を
受

け
た
馬
の
所
有
者
や
管
理
人
は
、
④
指
定
さ
れ
た
期
日
に
差
出
場
所
に
馬
を
牽
連

し
た
（
第
三
十
二
条
）。

徴
発
当
日
に
は
、
ま
ず
馬
に
対
す
る
検
査
が
行
わ
れ
、
合
格
す
れ
ば
実
際
に
徴

発
さ
れ
た
。
⑤
町
村
長
は
、
ｄ
「
徴
発
馬
匹
出
場
連
名
簿
」
（
以
下
「
ｄ
連
名
簿
」
）

二
通
と
ｅ
「
徴
発
馬
匹
名
票
」
（
以
下
「
ｅ
名
票
」
）
に
所
要
事
項
を
記
入
し
、
徴

発
馬
匹
到
着
期
日
前
に
差
し
出
し
場
所
へ
持
参
し
た
（
第
三
十
一
条
）。
ｄ
連
名
簿

に
は
、
差
し
出
し
馬
の
性
別
・
名
称
、
所
有
者
の
氏
名
や
、
町
村
か
ら
差
し
出
し

場
所
ま
で
の
距
離
等
が
記
入
さ
れ
、
ｅ
名
票
（
史
料
２
―
ｅ
）
に
は
、
馬
の
名
称
、

検
査
成
績
、
性
、
用
役
、
年
齢
、
体
高
、
特
徴
、
毛
色
、
馬
種
、
代
価
、
損
徴
、

産
地
、
所
有
者
、
口
付
人
に
つ
い
て
、
「
市
町
村
長
記
入
欄
」
と
「
馬
匹
徴
発
委

員
記
入
欄
」
が
設
け
ら
れ
た
。
ｄ
連
名
簿
一
通
と
ｅ
名
票
は
、
徴
発
・
輸
送
事
務

を
掌
る
た
め
設
け
ら
れ
た
馬
匹
徴
発
委
員 （

�）に
差
し
出
さ
れ
（
第
三
十
一
条
）、
牽
連

さ
れ
て
き
た
徴
発
馬
の
照
会
や
、
検
査
結
果
の
記
入
に
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。採
用
馬
に
つ
い
て
は
、
⑥
馬
匹
徴
発
委
員
か
ら
市
町
村
長
に
ｆ
「
徴
発
馬
匹
受

領
証
票
」
（
以
下
「
ｆ
受
領
証
票
」）
の
乙
号
と
丙
号
が
交
付
さ
れ
た
（
第
三
十
五
条
）。

乙
・
丙
号
に
は
、
馬
の
所
有
者
、
口
付
人
、
性
、
毛
色
、
徴
発
月
日
、
買
上
代
、

差
出
場
所
の
記
入
欄
が
あ
る
が
、
甲
号
に
は
用
役
と
編
入
部
隊
の
記
載
欄
も
あ
り
、

甲
号
は
馬
匹
徴
発
委
員
が
保
管
し
た
と
思
わ
れ
る
。
市
町
村
長
に
交
付
さ
れ
た

ｆ
受
領
証
票
の
う
ち
、
乙
号
は
後
日
、
馬
匹
買
上
代
の
請
求
時
に
添
付
、
丙
号
は

所
有
者
・
管
理
人
に
交
付
す
る
と
さ
れ
た
（
第
三
十
五
条
）。
こ
の
史
料
は
中
野
村

に
は
残
存
し
な
い
が
、
庄
下
村
の
簿
冊
に
は
、
丙
号
が
買
上
代
金
の
領
収
証
に
貼

り
つ
け
ら
れ
た
状
態
で
編
綴
さ
れ
て
お
り
、
丙
・
乙
の
区
別
は
明
確
で
は
な
か
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
一
九
三
七
年
と
三
八
年
の
受
領
証
票
に
は
、
丙
号
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
乗
」
、
「
駄
」
な
ど
の
用
役
と
思
わ
れ
る
ゴ
ム
印
の
ほ

か
、
一
九
三
七
年
の
も
の
に
は
「
山
砲
兵
第
百
九
連
隊
」
、
三
八
年
に
は
「
兵
站

電
信
第
十
一
中
隊
」
の
ゴ
ム
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
本
来
は
甲
号
の
み
に
押
さ
れ

る
は
ず
の
徴
発
馬
の
用
役
と
所
属
部
隊
が
丙
号
に
も
押
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
の
内
容
か
ら
、
同
一
町
村
か
ら
同
時
に
徴
発
さ
れ
た
馬
は
、
少
な
く
と
も
当
初

は
、
同
じ
部
隊
へ
編
入
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
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図2 馬匹徴発実施手順



以
上
の
馬
匹
徴
発
の
手
順
を
図
示
す
る
と
、
図
２
の
よ
う
に
な
る
。
前
章
の
図

１
と
比
較
す
る
と
、
馬
匹
徴
発
に
お
け
る
①
～
⑥
は
「
地
方
馬
検
査
及
調
査
規
則
」

で
定
め
ら
れ
た
地
方
馬
検
査
の
①
～
⑥
と
同
じ
手
順
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
平

時
か
ら
徴
発
と
同
様
の
手
順
で
地
方
馬
検
査
を
行
っ
て
お
く
こ
と
で
、
動
員
時
の

徴
発
事
務
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
し
て
お
く
狙
い
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。③
町
村
・
警
察
署
の
対
応

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
①
～
⑥
の
徴
発
手
順
は
、
兵
事
係
の
証
言
や
馬
匹
徴
発

事
務
細
則
の
条
文
か
ら
、
既
に
大
ま
か
に
は
復
元
さ
れ
て
き
た （

�）。
し
か
し
、
馬
匹

徴
発
の
準
備
・
実
施
業
務
は
、
事
務
細
則
お
よ
び
師
団
長
の
規
定
に
よ
る
と
定
め

ら
れ
、
詳
細
な
業
務
規
程
は
師
団
長
の
裁
量
で
決
め
ら
れ
た
（
第
三
条
）。
実
際
、

事
務
細
則
に
は
規
定
が
な
い
も
の
の
、
各
師
団
に
お
い
て
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
史
料
が
兵
事
史
料
中
に
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
一
次
史
料
か
ら
し
か
分
か

ら
な
い
徴
発
の
仕
組
み
を
復
元
し
た
い
。

ま
ず
、
中
野
村
・
庄
下
村
の
「
徴
発
馬
匹
配
当
名
簿
」
（
以
下
「
配
当
名
簿
」
）
に

は
、
差
出
場
所
と
警
察
管
区
集
合
所
へ
の
到
着
日
時
、
「
町
村
ノ
集
合
場
」
、
「
同

上
集
合
日
時
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
庄
下
村
は
庄
下
村
役
場
前
、
中
野
村
は
中

野
村
立
尋
常
小
学
校
が
指
定
さ
れ
、
一
九
三
七
年
八
月
の
第
六
動
員
一
号
の
場
合
、

警
察
管
区
集
合
日
時
の
五
時
間
前
に
当
た
る
午
前
一
一
時
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。

村
内
で
も
、
村
役
場
が
主
導
し
て
徴
発
対
象
馬
匹
を
集
め
、
警
察
管
区
の
集
合
所

に
移
動
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

配
当
名
簿
に
は
ほ
か
に
、
馬
の
性
・
用
役
・
年
齢
・
体
高
と
、
所
有
者
（
管
理

人
）
の
住
所
・
氏
名
・
配
達
区
、
摘
要
欄
が
あ
る
が
、
し
ば
し
ば
朱
線
で
記
載
内

容
が
消
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
史
料
３
の
庄
下
村
の
第
六
動
員
一
号
の
場
合
、

一
行
目
に
書
か
れ
た
一
〇
歳
の
牡
馬
が
朱
線
で
抹
消
さ
れ
、
摘
要
欄
に
は
「
一
二
、

三
一
異
動
ニ
付
配
当
替
え
」

（

�）

と
記
載
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
具
体
的
に
ど
の
馬
を
差

し
出
し
対
象
に
す
る
か
は
、
図
２
の
①
か
ら
③
の
間
に
、
配
当
名
簿
を
用
い
て
村

役
場
で
調
整
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る （

�）。

東
村
山
村
で
も
、
「
応
徴
馬
匹
名
簿
」
と
い
う
、
差
出
馬
の
選
定
に
使
っ
た
と
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史料4 応徴馬匹名簿
（東村山村（町）兵事関係書類）

史料3 徴発馬匹配当名簿
（庄下村兵事関係書類）
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史料5 徴発馬匹出町警察管区集合所指定表（庄下村兵事関係書類、中野村役場文書）

史料6 警察管区集合所ヨリ徴発馬匹差出場所ニ至ル計画予定表
（庄下村兵事関係書類、中野村役場文書）



思
わ
れ
る
史
料
が
あ
る
。
付
箋
で
馬
齢
を
更
新
し
な
が
ら
何
年
も
一
枚

の
名
簿
を
利
用
し
続
け
た
と
見
ら
れ
、
内
容
が
煩
雑
な
た
め
、
史
料
４

に
は
様
式
の
み
を
示
し
た
。
各
動
員
へ
の
配
当
馬
の
み
を
記
載
し
た
と

思
わ
れ
る
中
野
村
・
庄
下
村
の
配
当
名
簿
と
様
式
は
異
な
り
、
村
内
の

全
て
の
馬
が
記
載
さ
れ
、
村
外
に
異
動
し
た
馬
に
削
除
線
が
引
か
れ
る

な
ど
、
馬
の
異
動
情
報
の
管
理
に
利
用
さ
れ
た
形
跡
が
あ
る
。
名
簿
の

上
部
に
は
「
昭
和
○
○
年
度
配
当
予
定
」
の
行
が
設
け
ら
れ
、
こ
の
欄

で
徴
発
馬
匹
の
選
定
を
行
っ
た
の
だ
ろ
う
。
師
団
ご
と
に
独
自
に
様
式

を
決
定
し
、
町
村
役
場
に
配
当
業
務
を
行
わ
せ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

次
に
、
馬
匹
の
差
出
を
行
う
際
に
使
用
す
べ
く
警
察
署
ご
と
に
作
成

さ
れ
た
書
類
に
つ
い
て
見
よ
う
。
「
出
町
警
察
管
区
集
合
所
指
定
表
」

（
史
料
５
）
は
、
管
区
内
の
町
村
に
対
し
て
、
徴
発
馬
匹
差
出
場
所
と

到
着
日
時
の
ほ
か
、
「
警
察
管
区
集
合
場
所
」
と
「
警
察
管
区
集
合
日

時
」
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
警
察
管
区
ご
と
に
集
合
し
て
か
ら
差
出
場

所
へ
向
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
「
出
町
警
察
管
区
集
合
所
ヨ
リ
徴
発

馬
匹
差
出
場
所
ニ
至
ル
計
画
予
定
表
」
（
史
料
６
）
で
は
、
差
出
場
所

ま
で
の
経
由
地
点
と
区
間
距
離
に
加
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
着
日
時
・
所

要
時
間
や
休
憩
時
間
が
指
示
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
一
九
三
七
年
八

月
の
第
六
動
員
一
号
の
場
合
、
出
町
警
察
管
区
の
馬
は
、
差
出
日
前
日

の
午
後
四
時
に
東
砺
波
郡
福
野
町
の
福
野
農
学
校
に
集
合
し
て
午
後
六

時
に
出
発
し
、
一
〇
～
三
〇
分
の
休
憩
を
六
回
取
り
つ
つ
、
到
着
日
時

の
一
時
間
前
に
差
し
出
し
場
所
の
金
沢
市
野
村
練
兵
場
に
到
着
す
る
と

予
定
さ
れ
た
。
馬
は
人
が
曳
い
て
行
か
な
け
れ
ば
徴
発
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
た
め
、
管
区
内
の
馬
を
す
べ
て
集
め
た
上
で
、
予
め
立
て
て
お

い
た
綿
密
な
計
画
に
沿
っ
て
、
警
察
の
先
導
に
よ
っ
て
確
実
を
期
し
て
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表3 中野村・庄下村における馬匹徴発状況（1937－44年）

動員 差出動員日時 差出日
番

号

人 馬
買上代

所有者 口付人 管理人 名称 性別 年齢 毛色

第6動員1号 動員第3日 1937/8/28

1 CE － 第二春風号 � 5 栗 220

2 CF CG － 岩泉号 � 7 栗 220

3 CU AP 旭号 � 9 青 240

4 CV － 沼ノ上号 � 5 ? －

5 CW － 黒亀号 � 9 青 230

第2動員2号 動員第5日 1937/10/17

6 CH CI － 紅葉号 牝 10 鹿 240

7 CJ CK － 浅□号 牝 17 鹿 190

8 CL － 玉錦号 牝 8 栗 300

9 CM － 浅瀬号 牝 5 青 200

10 CX － 春姫号 牝 6 黒鹿 230

11 BE － 大橋号 牝 7 鹿 270

12 CU CY 北櫻号 牝 7 鹿 190

第4動員 動員第5日 1938/9/13

13

CN

－ オクミツ号 � 8

7

10

? 260

14 － 森号 � ?
－

15 － 富山号 � ?

16 CU CZ － 雄飛号 � 8 栗 310

武第2動員2号 編成第4日 1941/7/16 17 BH － 菊号 牝 8 ? 460

臨時編成① 動員第6日 1941/9/20

18 AN － 花百合号 牝 7 栗 －

19 AC － 亭震号 牝 6 栗 600

20 AB － 雄幸号 牝 8 栗 550

21 AK － 第三タキマル号 牝 6 鹿 －

22 DA － 白藤号 牝 ? 栗 －

23 AD － 若福号 牝 9 栗 530

臨時編成②

動員第3日 1941/12/22
24 CO － 野光号 � 5 青 850

25 CP － 第一錦号 � 6 栗 800

動員第6日 1941/12/25
26 CM － 北洲号 � 5 鹿 750

27 CR － 森号 � 8 栗 670

備考：網掛けは庄下村、白抜きは中野村における徴発馬を示す。



差
し
出
し
が
実
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
各
村
に
お
け
る
馬
匹
徴
発
状
況

こ
こ
で
は
、
主
に
中
野
村
・
庄
下
村
に
つ
い
て
、
兵
事
史
料
を
基
に
、
一
九
三

七
年
以
降
に
実
施
さ
れ
た
馬
匹
徴
発
の
具
体
的
な
状
況
を
確
認
す
る
。
各
動
員
に

お
け
る
徴
発
馬
に
つ
い
て
は
、
動
員
年
月
日
の
順
に
一
頭
ず
つ
番
号
を
付
し
た
う

え
で
、
各
史
料
か
ら
判
明
す
る
馬
の
名
称
、
年
齢
、
性
別
、
毛
色
、
所
有
者
・
口

付
人
・
管
理
人
、
買
上
代
に
つ
い
て
、
表
３
に
整
理
し
た
。
各
馬
に
つ
い
て
は
、

本
文
中
で
は
、
「
馬
名
（
数
字
）」
の
形
で
表
現
す
る
こ
と
に
す
る
。

①
一
九
三
七
・
三
八
年
の
徴
発

（
中
野
村
・
庄
下
村
）

両
村
に
お
け
る
日
中
戦
争
開
始
に
伴
う
最
初
の
徴
発
は
、
一
九
三
七
年
八
月
二

八
日
を
差
出
日
と
す
る
第
六
動
員
一
号
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
動
員
で

は
、
庄
下
村
か
ら
二
頭
が
徴
発
さ
れ
た
。

中
野
村
で
は
、
当
該
動
員
の
配
当
名
簿
に
は
、
旭
号
（
３
）・
沼
ノ
上
号
（
４
）・

黒
亀
号
（
５
）
の
三
頭
が
挙
げ
ら
れ （

�）、
馬
匹
の
所
有
者
・
管
理
人
に
送
付
さ
れ
る

ｃ
告
知
書
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
有
者
・
管
理
人
に
対
し
て
送
付
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
ｄ
連
名
簿
へ
の
記
入
や
ｅ
名
票
の
作
成
が
行
わ
れ
た
う
え
で
、
実
際
に
村

役
場
か
ら
師
団
に
対
し
て
買
上
代
金
が
請
求
さ
れ
た
の
は
旭
号
と
黒
亀
号
の
み
で
、

沼
ノ
上
号
は
徴
発
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
役
場
か
ら
馬
匹
徴
発

委
員
長
へ
送
付
し
た
文
書
を
控
え
と
し
て
中
野
村
役
場
の
罫
紙
に
写
し
た
と
思
わ

れ
る
、
次
の
よ
う
な
史
料
が
参
考
に
な
る
。

〔
史
料
７
〕

動
第
一
三
号

徴
発
馬
匹
差
出
不
能
通
知

昭
和
十
二
年
八
月
廿
五
日

中
野
村
長
印

第
九
師
団
馬
匹
徴
発
委
員
長
殿

差
出
不
能
馬
匹
ノ マ
マ通
リ
通
報
候
也

差
出
ス
ベ
キ
日
時
昭
和
十
二
年
八
月
廿
八
日
午
前
七
時

性
頭
数

牡
（

�）
「
輓
」
壹
頭

牝

こ
の
史
料
の
差
出
日
時
と
な
っ
て
い
る
八
月
二
五
日
は
、
ｂ
馬
匹
徴
発
書
が
警

察
署
か
ら
村
役
場
に
届
け
ら
れ
、
さ
ら
に
馬
匹
所
有
者
・
管
理
人
に
ｃ
告
知
書
が

交
付
さ
れ
た
日
に
当
た
る
（
史
料
２
―
ｂ
、
表
２
参
照
）。
馬
匹
徴
発
事
務
細
則
で

は
、
徴
発
に
応
じ
ら
れ
な
い
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
、
馬
の
所
有
者
・
管
理
人
に

は
、
「
告
知
書
ノ
交
付
ヲ
受
ケ
タ
ル
ト
キ
ヨ
リ
二
十
四
時
間
以
内
ニ
憲
兵
又
ハ
警

察
官
吏
ノ
証
明
書
ヲ
受
ケ
、
現
住
地
ノ
市
町
村
長
ニ
」
届
け
出
る
こ
と
を
（
第
三

十
三
条
）、
町
村
長
に
は
、
証
明
書
を
受
け
た
時
は
「
直
ニ
之
ヲ
徴
発
馬
匹
差
出

場
所
ニ
在
ル
馬
匹
徴
発
委
員
（
町
村
長
ニ
在
リ
テ
ハ
、
該
所
ニ
在
ル
警
察
署
長
ヲ
経
テ
）

ニ
届
出
」
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
（
第
三
十
四
条
）。
告
知
書
が
交
付
さ
れ
た
も
の

の
、
な
ん
ら
か
の
理
由
に
よ
り
徴
発
に
応
じ
ら
れ
な
い
旨
の
届
け
出
が
村
役
場
に

行
わ
れ
、
同
日
中
に
馬
匹
徴
発
委
員
長
に
差
し
出
し
が
で
き
な
い
旨
が
報
告
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る （

�）。

ま
た
、
第
六
動
員
一
号
に
よ
る
徴
発
の
二
か
月
後
に
は
、
牝
馬
を
対
象
に
し
た

第
二
動
員
二
号
に
よ
る
徴
発
が
行
わ
れ
た
。
庄
下
村
か
ら
は
五
～
一
七
歳
の
四
頭
、

中
野
村
か
ら
は
六

～
七
歳
の
三
頭
の
牝
馬
が
徴
発
さ
れ
て
い
る
。

ａ
日
割
表
で
は
、
中
野
村
・
庄
下
村
以

外
も
含
め
た
、
各
動
員
に
お
け
る
出
町

警
察
管

区
全
体
の
徴
発
馬
の

指
定
数
が
確
認
で
き
る
。
第
六
動
員
一
号
で
は
一
五

町
村
に
対
し
牡
馬
六

〇
頭
（
史
料
２
―

ａ
参
照
）、
第
二
動
員
二
号
で
は
一
三
町
村

に
牝
馬
九
八
頭
が

指
定
さ
れ
た
。

先
述
の
と
お
り
、
指
示
さ
れ
た
馬
数
を
差
し
出

せ
な
か
っ
た
中
野
村
の
事

例
も
あ
り
、
ａ
日

割
表
で
予
定
さ
れ
た
全
て
の
馬
が
徴

論 文
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発
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
が
、
戦
時
体
制
へ
の
移
行
に
際
し
、
大
規
模
な
馬
匹

徴
発
が
実
行
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

前
動
員
の
約
一
年
後
に
あ
た
る
一
九
三
八
年
九
月
一
三
日
に
は
、
第
四
動
員
が

実
施
さ
れ
た
。
中
野
村
で
一
頭
、
庄
下
村
で
も
オ
ク
ミ
ツ
号
（

13）
一
頭
が
徴
発

さ
れ
て
い
る
が
、
庄
下
村
で
差
し
出
し
が
指
定
さ
れ
て
い
た
の
は
、
も
と
も
と
は

�馬
三
頭
で
あ
っ
た
。
森
号
（

14）
と
富
山
号
（

15）
に
つ
い
て
は
、
「
不
合
格

又
ハ
過
剰
ノ
為
牽
帰
ラ
シ
ム
ル
馬
匹
ニ
対
ス
ル
、
応
徴
差
出
及
帰
郷
ノ
往
復
輸
送

諸
費
ト
シ
テ
」
輸
送
費
が
馬
匹
徴
発
委
員
長
か
ら
支
払
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
受
領

証
が
残
っ
て
お
り
、
差
出
場
所
ま
で
牽
連
さ
れ
た
も
の
の
帰
村
し
た
こ
と
が
分
か

る
。ま
た
、
こ
の
動
員
の
出
町
警
察
管
区
内
に
お
け
る
応
徴
町
村
は
一
一
町
村
で
、

頭
数
は
牡
馬
の
駄
馬
三
〇
頭
で
あ
っ
た
。
第
四
動
員
の
前
後
に
中
野
・
庄
下
両
村

が
関
わ
ら
な
い
動
員
が
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
表
２
で
確
認
し
た
通
り
第
四

動
員
は
「
臨
時
」
形
式
の
徴
発
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
馬
の
補
充
の
た
め
に
臨

時
に
行
わ
れ
た
、
比
較
的
小
規
模
な
徴
発
だ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

な
お
、
徴
発
さ
れ
た
各
馬
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
〇
～
三
〇
〇
円
程
度
の
「
買

上
代
」
が
設
定
さ
れ
た
。
金
額
は
馬
ご
と
に
異
な
っ
て
お
り
、
徴
発
前
の
検
査
時

に
馬
の
資
質
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
、
師
団
か
ら
所
有
者
に
対
し
て
支
払
わ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る （

�）。

②
一
九
四
一
年
の
徴
発

（
中
野
村
・
庄
下
村
）

一
九
三
八
年
の
第
四
動
員
の
後
、
中
野
村
・
庄
下
村
で
は
約
三
年
間
、
馬
匹
の

徴
発
は
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
が
、
一
九
四
一
年
に
な
る
と
、
中
野
村
で
武
第
二

動
員
二
号
と
九
月
の
臨
時
編
成
①
、
庄
下
村
で
は
一
二
月
の
臨
時
編
成
②
と
、
再

び
立
て
続
け
に
実
施
さ
れ
た
。

中
野
村
で
は
、
七
月
に
武
第
二
動
員
二
号
で
八
歳
の
牝
馬
が
徴
発
さ
れ
、
九
月

に
は
臨
時
編
成
①
で
六
頭
も
の
牝
馬
が
徴
発
馬
に
指
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
庄
下
村

で
は
一
二
月
に
、
臨
時
編
成
②
に
よ
っ
て
動
員
第
三
日
と
第
六
日
の
二
日
に
分
け

て
、
二
頭
ず
つ
計
四
頭
の

�馬
の
徴
発
が
あ
っ
た
。
た
だ
、
中
野
村
で
の
臨
時
編

成
①
に
お
い
て
は
、
亭
震
号
（

19）・
雄
幸
号
（

20）・
若
福
号
（

23）
の
三
頭
は
、

買
上
代
金
の
請
求
書
や
受
領
証
が
残
っ
て
お
り
、
除
籍
簿
に
「
金
沢
市
野
村
練
兵

場
ヘ
徴
発
馬
ト
シ
テ
差
出
」
と
記
載
の
あ
る
馬
籍
も
編
綴
さ
れ
て
い
る
た
め
、
実

際
に
徴
発
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
残
り
の
三
頭
は
そ
れ
ら
の
史
料
が
な
く
、

徴
発
は
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
一
九
四
一
年
中
の
馬
匹
の
買
上
代
に
注
目
す
る
と
（
表
３
）、
七
月
の

武
第
二
動
員
二
号
で
は
四
六
〇
円
、
九
月
の
臨
時
編
成
①
で
は
五
三
〇
～
六
〇
〇

円
、
臨
時
編
成
②
の
一
二
月
に
は
六
七
〇
円
～
八
五
〇
円
と
な
っ
て
い
る
。
一
九

三
八
年
以
前
の
二
〇
〇
～
三
〇
〇
円
に
比
べ
る
と
各
段
に
金
額
が
上
が
り
、
一
九

四
一
年
中
も
上
昇
し
続
け
た
可
能
性
も
あ
る
。
戦
時
の
物
価
高
騰
に
呼
応
し
、
馬

の
価
格
が
急
激
に
上
昇
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。

最
後
に
、
中
野
村
の
馬
籍
か
ら
は
、
所
有
馬
を
徴
発
さ
れ
た
後
、
所
有
者
が
ど

の
よ
う
な
対
応
を
取
っ
た
か
が
推
測
で
き
る
の
で
、
確
認
し
て
お
こ
う
。
亭
震
号

（
馬
籍
３
）
を
徴
発
さ
れ
た
Ａ
Ｃ
は
、
一
〇
日
後
の
一
〇
月
一
日
、
東

砺
波

郡
内

の
般
若
村
か
ら

ア
イ

カ
ッ

プ
号
（
馬
籍

14）
を

購
入
し
て
お
り
、
徴
発
さ
れ
た
馬

の
代
わ
り
に
、

新
し
い
馬
を
補
充
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
雄
幸
号
（
馬
籍

２
）
を
徴
発
さ
れ
た
Ａ
Ａ
も
、
二
か
月
後
の
一
一
月
二
五
日
に

白
山
号
（
馬
籍

34）

を
、
東

砺
波
郡
の
東

隣
に
当
た
る
富
山
県
婦
負

郡
か
ら
買
い
受
け
し
て
い
る
。
一

方
、
若
福
号
（
馬
籍

４
）
の
所
有
者
Ａ

Ｄ
は
、
若
福
号
の
徴
発
後
に
馬
籍
に

名
前

が
見
え
る
の
は
一
九
四
二
年
の
一
月
（

■
櫻
号
（
馬
籍

28）
を

北
海

道
か
ら
買
受
）

で
、

他
二
人
よ
り
も

遅
い
補
充
と
な
っ
て
い
る
。
北

海
道
か
ら
の
買
受
は

同
時
期

に
も
う
一
頭
見
ら
れ
（

松
花
号
（
馬
籍

25）
）、

国
や

県
な
ど
が

斡
旋
し
た

共
同

購
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入
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る （

�）。
近
隣
の
町
村
か
ら
比
較
的
早
め
に
補
充
す
る
場
合
と
、

共
同
購
入
を
利
用
し
て
馬
産
地
か
ら
価
格
を
抑
え
た
補
充
を
行
う
場
合
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

③
一
九
四
五
年

（
東
村
山
村
）

東
村
山
村
で
は
、
一
九
四
五
年
に
一
度
だ
け
、
馬
の
徴
発
が
行
わ
れ
て
い
る
。

先
述
の
「
応
徴
馬
匹
名
簿
」
（
史
料
４
）
に
は
複
数
の
馬
の
情
報
が
記
載
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
う
ち
第
三
ヒ
ト
ト
ビ
号
に
の
み
、
「
昭
和
二
十
年
度
配
当
予
定
」

欄
の
動
員
区
分
に
「
臨
時
」
、
所
要
用
役
に
「
輓
」
、
師
団
の
指
定
す
る
差
出
日
次

に
「
昭
和
二
十
年
三
月
二
十
六
日
七
時
」
と
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
動

員
区
分
欄
に
は
赤
字
で
「
不
合
格
」
と
も
記
入
が
あ
る
。
第
三
ヒ
ト
ト
ビ
号
の
馬

籍
が
除
籍
さ
れ
ず
に
終
戦
後
ま
で
「
馬
籍
簿
」
に
編
綴
さ
れ
続
け
て
い
る
こ
と
か

ら
も
、
徴
発
馬
に
指
定
さ
れ
て
差
出
場
所
で
検
査
を
受
け
た
が
、
不
合
格
に
な
っ

て
帰
村
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
師
団
が
徴
発
馬
頭
数
を
決
定
し
、
警
察
署
が
町
村
役
場
に
通

知
し
、
町
村
役
場
が
徴
発
馬
の
配
当
な
ど
の
業
務
を
行
う
こ
と
で
、
馬
匹
徴
発
は

実
施
さ
れ
て
い
た
。
中
野
村
・
庄
下
村
や
東
村
山
村
の
事
例
か
ら
は
、
徴
発
馬
に

指
定
さ
れ
れ
ば
必
ず
徴
発
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
「
不
合
格
」
な
ど
と
し
て
徴

発
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
各
馬
が
徴
発
さ
れ
な
か
っ
た
理
由

は
不
明
で
あ
る
が
、
東
村
山
村
の
第
三
ヒ
ト
ト
ビ
号
に
つ
い
て
は
、
軍
馬
と
し
て

の
適
齢
（
五
～
一
七
歳
）
の
上
限
に
当
た
る
一
七
歳
で
あ
り
、
徴
発
の
優
先
順
位

が
低
く
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
茨
城
県
結
城
郡
五
箇
村
の
兵
事
主
任
で

あ
っ
た
長
岡
健
一
郎
氏
は
、
一
九
四
一
年
の
第
九
師
団
で
の
馬
匹
徴
発
に
つ
い
て
、

第
九
師
団
に
は
野
戦
重
砲
兵
聯
隊
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
比
較
的
大
き
な
馬
は

「
未
決
馬
」
と
し
て
徴
発
さ
れ
な
か
っ
た
と
証
言
し
て
い
る （

�）。
各
師
団
が
各
徴
発

に
お
い
て
求
め
た
馬
の
資
質
の
違
い
に
も
大
き
く
左
右
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
馬
が

徴
発
さ
れ
る
か
が
差
出
場
所
で
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
３
）
軍
用
保
護
馬
と
徴
発
馬

①
軍
用
保
護
馬
検
定
の
実
施

最
後
に
、
一
九
三
九
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
「
軍
用
保
護
馬
」
の
制
度
が
、
馬
匹

徴
発
現
場
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
た
か
を
確
認
し
た
い
。

一
九
三
九
年
四
月
、
戦
争
の
長
期
化
へ
の
対
応
の
一
つ
と
し
て
「
軍
馬
資
源
保

護
法
」

（

�）

が
施
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
第
一
条
に
「
本
法
ハ
、
国
防
上
特
ニ
必
要
ト

ス
ル
馬
ノ
資
源
ノ
向
上
ヲ
図
リ
、
軍
馬
資
源
ノ
充
実
ヲ
期
ス
ル
コ
ト
ヲ
目
的
ト
ス
」

と
あ
る
よ
う
に
、
軍
馬
資
源
で
あ
る
民
間
馬
の
資
質
の
向
上
・
維
持
を
目
的
と
し

て
制
定
さ
れ
た
。

こ
の
法
律
で
は
、

毎
年
馬
の
検
定
を
行
い
、
合
格
し
た
も
の
を
軍
用
保
護
馬
に

指
定
し
（
第
二
条
）、
指
定
馬
に
は

鍛
錬
を

課
す
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
（
第
五
条
）。

軍
用
保
護
馬
は
政
府
の
許
可
を
受
け
な
い
輸
出
・
移
出
が
禁
止
さ
れ
（
第
十
九
条
）、

指
定
後
も

毎
年
検
査
を
行
い
、
合
格
し
な
け
れ
ば
指
定
を

取
り

消
す
と
さ
れ
た

（
第
二
十
条
）
。
一
九
四

〇
年
の
「
馬
匹
徴
発
事
務

細
則
中

改
正
ノ

件
」

（

�）

に
は
、

「
徴
馬

管
区
ニ

於
ケ
ル
軍
用
保
護
馬
検
定
合
格
馬
ヲ
以

テ
、
当

該
師
団
ノ
徴
発
所

要
数
ヲ
充

足
シ
得
ル
如
ク
ス
」
と
の
指
示
も
あ
り
、
事
前
に
鍛

錬
を
行
っ
た
、
軍

馬
と
し
て
の
資
質
を
持
っ
た

即
戦
力
に
な
る
馬
を
民
間
に
保
持
さ
せ
て
お
き
、
必

要
時
に
そ
の
馬
を
徴
発
し
て
戦
場
に

送
り
込

む
体
制
の
確

立
が
期
待
さ
れ
た
制
度

で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

軍
馬
資
源
保
護
法
の
第
二
十
四
条
で
は
、
軍
用
保
護
馬
の
合
格
・

取
消
の

際
は

そ
の
こ
と
を
馬
籍
に
記
載
す
る
と
定
め
ら
れ
、
中
野
村
と
東
村
山
村
に
も
実

際
に

記
載
の
あ
る
馬
籍
が

残
っ
て
い
る
。
中
野
村
の
場
合
（
史
料

１
参

照
）、
受
検
年
月

日
と
そ
の
結

果
が
赤
字
で
記
載
さ
れ
て
お
り
、
第
二
条
に
「
毎
年
」
と
明
文
化
さ

れ
た
通
り
、
一
九
三
九
年
九
月
か
ら
一
九
四
五
年
七
月
ま
で

毎
年
実
施
さ
れ
た
こ
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と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
必
ず
し
も
全
馬
が
毎
年
受
検
し
た
と
は
限
ら
ず
、
例
え

ば
一
九
四
四
年
一
月
二
七
日
の
検
定
は
、
受
検
し
た
の
は
三
歳
馬
の
み
で
あ
っ
た
。

検
査
結
果
の
馬
籍
へ
の
記
載
は
三
歳
か
ら
と
定
め
ら
れ
た
た
め
（
馬
籍
法
第
四
条
）、

体
高
や
用
役
の
判
定
の
た
め
に
、
三
歳
馬
の
み
検
定
を
行
う
と
い
う
措
置
が
取
ら

れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
東
村
山
村
で
も
、
第
三
ヒ
ト
ト
ビ
号
が
一
九
三
九

年
か
ら
一
九
四
三
年
ま
で
軍
用
保
護
馬
検
定
を
受
検
し
た
記
載
が
あ
る
が
、
検
定

の
時
期
は
中
野
村
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
軍
用
保
護
馬
検
定
も
地
方
馬
検
査
と
同

様
、
師
団
ご
と
に
異
な
る
実
施
状
況
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

②
軍
用
保
護
馬
の
徴
発
実
態

以
上
の
軍
用
保
護
馬
の
制
度
が
徴
発
現
場
で
ど
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
た
か
が
、

一
九
四
一
年
の
ｅ
名
票
と
中
野
村
の
除
籍
簿
の
記
載
内
容
か
ら
確
認
で
き
る
。
一

九
四
一
年
中
の
馬
匹
徴
発
の
う
ち
、
史
料
が
残
っ
て
い
な
い
武
第
二
動
員
二
号
以

外
の
一
〇
頭
中
、
九
頭
の
ｅ
名
票
に
は
、
欄
外
に
「
軍
用
保
護
馬
」
や
「
軍
用
保

護
馬
指
定
」
の
メ
モ
書
き
が
あ
っ
た
（
史
料
２
―
ｅ
参
照
）。
軍
用
保
護
馬
の
指
定

の
有
無
が
、
徴
発
馬
選
定
の
参
考
に
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
中
野
村
の
臨
時
動
員
①
で
徴
発
さ
れ
た
若
福
号
（

23）
の
ｅ
名
票
の

み
、
「
軍
用
保
護
馬
」
な
ど
の
記
入
は
な
い
。
除
籍
簿
に
編
綴
さ
れ
た
若
福
号
の

馬
籍
（
馬
籍
４
）
に
よ
る
と
、
若
福
号
は
一
九
四
〇
年
七
月
に
軍
用
保
護
馬
検
定

を
受
け
た
が
、
検
定
を
「
受
ク
」
と
記
さ
れ
る
の
み
で
、
ほ
か
の
馬
の
馬
籍
に
書

か
れ
た
「
合
格
」
や
「
指
定
」
の
よ
う
な
表
現
は
な
い
。
ま
た
、
若
福
号
が
同
年

九
月
に
受
検
し
た
地
方
馬
検
査
は
、
中
野
村
に
残
る
馬
籍
上
で
は
ほ
か
に
藤
号

（
馬
籍
７
）
と
吉
龍
号
（
馬
籍

15）
の
二
頭
の
み
の
受
検
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ど

ち
ら
の
馬
も
、
同
年
七
月
の
軍
用
保
護
馬
検
定
は
「
受
ク
」
と
の
み
記
さ
れ
、
九

月
の
地
方
馬
検
査
で
は
「
用
役
ナ
シ
」
と
判
定
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
一
九
四

〇
年
の
地
方
馬
検
査
は
、
軍
用
保
護
馬
検
定
で
軍
用
保
護
馬
に
指
定
さ
れ
な
か
っ

た
馬
だ
け
が
改
め
て
受
検
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
若
福
号
も
、
「
用
役
ナ
シ
」
と

判
断
さ
れ
る
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
軍
馬
と
し
て
の
資
質
は
欠
い
た
た
め
、

軍
用
保
護
馬
に
は
指
定
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

ａ
日
割
表
や
ｂ
徴
発
書
で
指
示
さ
れ
た
一
九
四
一
年
九
月
の
中
野
村
に
お
け
る

差
出
馬
頭
数
は
、
牝
馬
の
乗
馬
一
頭
、
駄
馬
五
頭
だ
っ
た
。
同
時
期
に
は
、
除
籍

簿
で
確
認
で
き
る
だ
け
で
も
、
徴
発
馬
以
外
に
八
頭
が
中
野
村
に
い
た
（
馬
籍
５
・

６
・
７
・

11・

12・

15・

20・

40）。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
馬
も
、
四
歳
以
下
、
あ

る
い
は
「
用
役
ナ
シ
」
の
判
定
に
よ
り
軍
馬
の
資
格
が
な
か
っ
た
り
、
軍
用
保
護

馬
検
定
で
「
乗
」
や
「
輓
」
と
判
定
さ
れ
た
り
し
た
馬
で
あ
っ
た
。
軍
用
保
護
馬

に
指
定
さ
れ
た
駄
馬
が
四
頭
し
か
村
内
に
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
中
野
村
役
場
で

は
、
軍
用
保
護
馬
指
定
さ
れ
て
い
な
い
が
駄
馬
で
あ
る
若
福
号
を
差
し
出
す
と
い

う
判
断
を
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ｂ
徴
発
書
（
史
料
２
―
ｂ
）
や
ｃ
告
知
書
（
史

料
２
―
ｃ
）
に
は
、
徴
発
馬
は
馬
匹
の
合
計
数
と
牡
牝
の
別
が
合
っ
て
い
れ
ば
、

用
役
は
多
少
増
減
し
て
も
良
い
と
の
注
記
が
あ
る
が
、
若
福
号
の
事
例
を
見
る
限

り
、
差
出
馬
の
選
定
時
に
は
、
軍
用
保
護
馬
指
定
の
有
無
よ
り
も
、
指
示
さ
れ
た

用
役
と
の
一
致
の
方
が
優
先
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
の
村
役
場
に
よ
る
配
当
作
業
を
経
て
行
わ
れ
た
臨
時
動
員
①
の
徴
発
で
あ
っ

た
が
、
結
局
徴
発
さ
れ
た
の
は
、
先
述
の
と
お
り
若
福
号
を
含
め
た
三
頭
で
、
軍

用
保
護
馬
指
定
さ
れ
て
い
た
は
ず
の
第
三
タ
キ
マ
ル
号
・
白
藤
号
・
花
百
合
号
は

徴
発
さ
れ
な
か
っ
た
。
徴
発
馬
の
選
定
方
法
は
師
団
ご
と
に
規
定
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
、
第
九
師
団
に
お
け
る
詳
細
な
基
準
は
分
か
ら
な
い
が
、
実
際
の
徴
発
時
に

は
、
軍
用
保
護
馬
指
定
馬
が
優
先
的
に
採
用
さ
れ
る
と
も
限
ら
な
か
っ
た
こ
と
が

分
か
る
。

東
村
山
村
に
つ
い
て
も
、
第
三
ヒ
ト
ト
ビ
号
の
馬
籍
に
は
、
軍
用
保
護
馬
検
定

を
受
検
し
て
合
格
し
、
「
軍
用
保
護
馬
一
般
鍛
錬
競
技
」
と
呼
ば
れ
る
鍛
錬
競
馬
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の
出
場
馬
に
も
選
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
履
歴
欄
に
赤
字
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
先
述
の
通
り
、
こ
の
馬
は
一
九
四
五
年
に
徴
発
馬
に
指
定
さ
れ
た
が
、

「
不
合
格
」
と
な
っ
て
い
た
。
民
間
馬
の
中
か
ら
軍
馬
の
資
格
を
持
っ
た
馬
を
選

別
・
把
握
し
て
維
持
す
る
こ
と
で
戦
場
で
の
利
用
に
直
結
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

た
軍
用
保
護
馬
制
度
も
、
実
際
の
徴
発
時
に
は
、
村
役
場
に
お
い
て
も
、
師
団
に

お
い
て
も
、
無
条
件
に
軍
用
保
護
馬
を
選
べ
ば
良
い
と
い
う
も
の
で
も
な
か
っ
た

こ
と
が
分
か
る
。

筆
者
が
分
析
し
た
兵
事
史
料
を
含
む
村
役
場
文
書
に
は
、
軍
用
保
護
馬
の
検
定

や
鍛
錬
の
実
施
に
関
す
る
史
料
は
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
村
役
場
が
具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
検
定
や
鍛
錬
に
関
わ
っ
た
の
か
は
不
明
な
点
が
多
い
。
戦
場
で
利
用
さ
れ

た
軍
馬
や
地
域
社
会
で
利
用
さ
れ
た
民
間
馬
に
対
し
て
、
検
定
や
鍛
錬
が
ど
の
よ

う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
（
も
し
く
は
与
え
な
か
っ
た
の
か
）、
史
料
の
掘
り
出
し

も
含
め
、
さ
ら
に
分
析
を
進
め
、
実
証
的
に
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

こ
こ
で
は
、
本
稿
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
、
人
の
動
員
と
の
比
較
も
加
え
な
が

ら
、
地
域
社
会
と
軍
馬
と
の
関
係
と
、
平
時
と
戦
時
の
繋
が
り
と
を
意
識
し
て
ま

と
め
た
い
。

師
団
は
、
馬
籍
法
な
ど
に
規
定
さ
れ
た
馬
籍
の
作
製
と
そ
れ
を
も
と
に
し
た
地

方
馬
検
査
の
実
施
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
馬
が
ど
れ
だ
け
い
る
か
を
、
平
時
の

う
ち
か
ら
町
村
役
場
に
把
握
さ
せ
、
警
察
署
を
通
じ
て
師
団
に
報
告
さ
せ
て
い
た
。

師
団
は
そ
の
報
告
を
基
に
、
馬
の
動
員
計
画
を
年
度
ご
と
、
も
し
く
は
臨
時
に
策

定
し
、
決
定
し
た
差
出
頭
数
は
ま
た
警
察
署
を
通
じ
て
町
村
役
場
に
通
達
さ
れ
た
。

町
村
役
場
は
、
指
示
さ
れ
た
馬
の
性
別
や
用
役
に
合
う
馬
を
配
当
し
、
動
員
令
が

下
れ
ば
、
師
団
か
ら
警
察
署
、
町
村
役
場
、
所
有
者
と
日
時
が
告
知
さ
れ
、
徴
発

当
日
に
は
村
と
警
察
管
区
で
そ
れ
ぞ
れ
集
合
し
て
か
ら
差
出
場
所
へ
向
か
い
、
そ

こ
で
検
査
に
合
格
す
れ
ば
実
際
に
徴
発
さ
れ
た
。
徴
発
馬
の
所
有
者
に
は
一
頭
ご

と
に
買
上
代
金
が
支
払
わ
れ
、
あ
く
ま
で
も
「
モ
ノ
」
の
徴
発
と
し
て
、
馬
匹
徴

発
は
実
施
さ
れ
た
。

小
林
氏
は
、
久
保
庭
萌
氏
の
文
書
送
付
に
関
す
る
分
析 （

�）を
参
考
に
、
馬
匹
・
車

両
・
雇
用
員
の
動
員
に
か
か
わ
る
「
役
場

→
師
団
」
ル
ー
ト
は
平
時
に
は
ほ
と
ん

ど
作
動
し
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
戦
時
に
召
集
令
状
を
交
付
す
る
際
の
「
聯
隊

区
司
令
部

→
警
察
署

→
役
場
」
ル
ー
ト
は
、
平
時
に
お
い
て
も
召
集
・
点
呼
に
利

用
さ
れ
、
戦
時
の
充
員
召
集
に
素
早
く
転
化
し
た
と
指
摘
し
て
い
る （

�）。
た
し
か
に
、

師
団
が
徴
発
頭
数
を
指
示
し
た
馬
匹
徴
発
書
な
ど
の
史
料
に
は
、
作
成
者
に
師
団
、

指
示
の
対
象
に
は
町
村
名
の
み
が
記
さ
れ
て
お
り
、
警
察
署
の
存
在
は
見
え
な
い
。

し
か
し
実
際
に
は
、
人
と
同
じ
く
「
役
場
―
警
察
署
―
師
団
」
の
ル
ー
ト
で
文
書

が
や
り
取
り
さ
れ
て
お
り
、
警
察
署
は
不
可
欠
な
存
在
で
あ
っ
た
。
特
に
徴
発
時

に
は
、
徴
発
場
所
ま
で
人
が

曳
い
て

連
れ
て
行
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
馬
の
性
質

上
、
警
察
署
が
管
区

内
の
徴
発
馬
を
一

箇
所
に
集
合
さ
せ
、
事
前
に
立
て
た
計
画

に
沿
っ
て
差
出
場
所
ま
で

誘
導
す
る
役

目
を
負
っ
て
お
り
、
馬
匹
徴
発
に
つ
い
て

も
、
警
察
署
が

大
き
な
役

割
を
果
た
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

さ
ら
に
こ
の
「
役
場
―
警
察
署
―
師
団
」
ル
ー
ト
は
、
平
時
に
お
い
て
も
、
馬

頭
数
の
報
告
や
、
地
方
馬
検
査
の
実
施
時
に
利
用
さ
れ
た
。
中
で
も
地
方
馬
検
査

は
、
戦
時
の
馬
匹
徴
発
と
同
じ
手
順
で
実
施
さ
れ
、
馬
に
つ
い
て
も
人
と
同
様
に
、

平
時
か
ら
実

行
さ
れ
た

仕
組
み
を
戦
時
の
徴
発
に
転
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
円

滑
な

戦
時
体
制
へ
の

移
行
が
可

能
に
な
る

構
図
が
作
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
、
馬
匹
徴
発
は
、
町
村
役
場
が
具
体
的
な
徴
発
馬
を
決
定
し
た
点
で
、
聯

隊
区
司
令
部
が
個
人
ま
で
召
集
者
を
指
定
し
た
人
の
召
集
と
は
大
き
く
異
な
っ
た
。

本
稿
で

詳
し
く
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
中

野
村
の
馬
籍
か
ら
各
馬
が

論 文

―64―



中
野
村
で
飼
養
さ
れ
た
平
均
期
間
を
計
算
す
る
と
一
七
か
月
半
と
な
り
、
地
域
に

お
け
る
馬
の
飼
養
状
況
は
か
な
り
の
流
動
性
を
持
っ
て
い
た
。
馬
の
徴
発
が
人
の

召
集
ほ
ど
厳
密
に
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
が （

�）、
こ
れ
ほ
ど
の
流
動
性
を
持
つ
馬
に
対
し
て
、
師
団
が
馬
一
頭
一
頭
ま
で
指

定
し
た
計
画
を
立
て
、
実
行
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
生
産
地
か
ら
使
役

地
へ
、
そ
し
て
ま
た
別
の
地
へ
と
頻
繁
に
移
動
し
て
い
く
馬
に
対
し
て
、
地
域
の

馬
の
状
況
を
よ
く
知
る
町
村
役
場
に
徴
発
馬
の
配
当
業
務
を
任
せ
る
こ
と
で
、
人

ほ
ど
厳
密
で
は
な
く
と
も
、
馬
匹
徴
発
は
実
行
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
馬
匹
徴
発
の
仕
組
み
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
本
稿
で
は
、
中
野

村
、
庄
下
村
、
東
村
山
村
で
の
馬
匹
徴
発
状
況
も
明
ら
か
に
し
た
。
三
か
村
の
兵

事
史
料
か
ら
は
、
町
村
役
場
が
配
当
し
た
馬
全
て
が
徴
発
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、

各
師
団
が
各
動
員
で
求
め
た
資
質
に
合
致
し
な
け
れ
ば
徴
発
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
っ

た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
地
域
社
会
に
お
い
て
戦
争
が
始
ま
る
前
か
ら
日
々
の
生

活
に
利
用
さ
れ
て
き
た
馬
と
、
師
団
が
求
め
た
軍
馬
と
は
、
一
致
し
な
か
っ
た
こ

と
が
分
か
る
。

ま
た
、
一
九
三
九
年
以
降
に
は
、
軍
馬
に
適
し
た
民
間
馬
を
軍
馬
候
補
馬
と
し

て
把
握
し
維
持
さ
せ
る
こ
と
を
企
図
し
た
軍
馬
資
源
保
護
法
が
施
行
さ
れ
た
。
軍

馬
資
源
保
護
法
に
つ
い
て
は
、
競
馬
や
馬
匹
改
良
と
絡
め
た
分
析
が
行
わ
れ
て
き

た
一
方
、
そ
れ
以
外
の
視
点
か
ら
の
実
証
分
析
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
、
「
軍
馬
動

員
を
最
優
先
と
し
た
戦
時
体
制
が
確
立
」

（

�）、
「
国
家
に
よ
る
馬
の
統
制
は
基
本
的
に

完
成
」

（

�）

な
ど
、
漠
然
と
高
い
評
価
が
な
さ
れ
て
き
た
。
馬
籍
な
ど
の
史
料
か
ら
は
、

軍
用
保
護
馬
検
定
が
受
検
馬
を
変
え
な
が
ら
毎
年
実
施
さ
れ
、
鍛
錬
競
馬
出
場
な

ど
の
情
報
と
と
も
に
役
場
で
把
握
さ
れ
、
徴
発
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

し
か
し
徴
発
の
現
場
で
は
、
軍
用
保
護
馬
が
徴
発
馬
に
選
ば
れ
ず
、
逆
に
軍
用
保

護
馬
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
馬
が
配
当
さ
れ
て
師
団
に
徴
発
さ
れ
る
な
ど
、
制
度

が
徴
発
に
直
結
し
て
い
な
い
事
例
も
見
ら
れ
た
。
軍
用
保
護
馬
検
定
は
地
方
馬
検

査
の
方
法
を
基
に
実
施
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
検
査
に
関
す
る
町
村
役
場
の

事
務
に
検
定
や
鍛
錬
に
関
す
る
事
務
が
ど
の
よ
う
に
追
加
さ
れ
実
行
さ
れ
た
の
か
、

そ
の
実
態
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
地
域
社
会
へ
の
影
響
が
論
じ
ら
れ

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
馬
は
、
軍
馬
と
い
う
「
モ
ノ
」
で
あ
る
と
同
時
に
、
地
域
社

会
に
お
い
て
ヒ
ト
と
共
に
生
き
る
動
物
で
も
あ
っ
た
。
軍
の
動
員
と
社
会
と
の
間

に
生
じ
た
矛
盾
の
一
端
が
、
軍
が
求
め
た
軍
馬
と
地
域
に
お
け
る
馬
の
存
在
形
態

と
の
不
一
致
と
し
て
、
馬
を
巡
る
地
域
社
会
に
は
現
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
平
時
と
戦
時
の
繋
が
り
に
注
目
す
る
と
、
戦
時
に
「
軍
馬
徴
発
」
に
か

か
わ
る
業
務
が
加
わ
る
の
で
は
な
く
、
平
時
か
ら
戦
時
に
移
行
す
る
こ
と
で
、
軍

馬
徴
発
に
関
す
る
事
務
自
体
が
拡
大
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
小
林
氏
の
言
う
「
兵

事
事
務
」
か
ら
「
軍
事
行
政
」
へ
の
拡
大
・
再

編
は
、
軍
馬
に
関
わ
る
業
務
自
体

に
も
当
て
は
ま
り
、
総
力
戦
体
制
が
構
築
さ
れ
る
一
端
を
担
っ
て
い
た
と
言
え
る
。

馬
匹
徴
発
は

決
し
て
戦
時

特
有
の
現
象
で
は
な
く
、
平
時
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
シ

ス
テ
ム
を
利
用
し
て
把
握
し
た
情
報
を
基

礎
に
し
て
、
ま
た
、
平
時
か
ら
の
シ
ス

テ
ム
を
転
用
し
て
、
あ
る
い
は
、
戦
場
で
の
軍
馬

需
要
や
地
域
社
会
の
状
況
に
合

わ
せ
て
実
施
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
平
時
と
戦
時
の
繋
が
り
を
無
視
し
て
は
、

馬
匹
徴
発
の
全
体

像
は
描
け
な
い
で
あ
ろ
う
。

� 註
�

（
１
）
武
市
銀
治
郎
『
富
国
強
馬
』
（
講
談
社
、
一
九
九
九
年
）。

（
２
）
森
田
敏
彦
『
戦
争
に
征
っ
た
馬
た
ち
―
軍
馬
碑
か
ら
み
た
日
本
の
戦
争
―
』
（
清
風

堂
書
店
、
二
〇
一
一
年
）
。

（
３
）
土
井
全
二
郎
『
軍
馬
の
戦
争

戦
場
を
駆
け
た
日
本
軍
馬
と
兵
士
の
物
語
』
（
光
人
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社
、
二
〇
一
二
年
）
。

（
４
）
大
瀧
真
俊
『
軍
馬
と
農
民
』
（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
）
。

（
５
）
黒
田
俊
雄
編
『
村
と
戦
争
』
（
桂
書
房
、
一
九
八
八
年
）
。

（
６
）
小
林
啓
治
『
総
力
戦
体
制
の
正
体
』
（
柏
書
房
、
二
〇
一
六
年
）
。

（
７
）
上
越
市
史
編
さ
ん
委
員
会
、
二
〇
〇
〇
年
。

（
８
）
前
掲
註
６
、
小
林
著
書
。

（
９
）
東
京
府
総
務
部
地
方
課
『
市
町
村
概
観
（
昭
和
十
三
年
）
』（
一
九
三
八
年
）
。

（

10）
東
村
山
ふ
る
さ
と
歴
史
館
『
市
制
施
行

50周
年
記
念
企
画
展
図
録
市
制
施
行
！
東

村
山

13町
村
大
集
合
』
（
二
〇
一
四
年
）
。
な
お
、
東
村
山
村
（
町
）
に
つ
い
て
は
、

基
本
的
に
「
東
京
府
北
多
摩
郡
東
村
山
村
」
と
表
記
し
、
史
料
中
の
表
現
を
用
い
る

場
合
な
ど
に
限
り
「
東
京
都
」
や
「
東
村
山
町
」
を
使
用
す
る
。

（

11）
「
元
兵
事
係
野
口
好
古
氏
に
聞
く
」（『
東
村
山
市
史
研
究
』
第
四
号
、
一
九
九
五
年
）

一
二
七
―
一
二
九
頁
。

（

12）
『
昭
和

18年
富
山
県
統
計
書
』
（
富
山
県
、
一
九
五
七
年
六
月
）
。

（

13）
前
掲
註
５
、
黒
田
編
書
、
九
一
―
九
二
頁
。

（

14）
前
掲
註

12、
富
山
県
統
計
書
。

（

15）
前
掲
註
６
、
小
林
著
書
。

（

16）
公
布
後
の
改
正
は
な
い
た
め
、
公
布
時
の
『
官
報
』
（
第
二
六
二
〇
号
、
一
九
二
一

年
四
月
二
七
日
）
を
参
照
し
た
。

（

17）
騎
甲
第
七
七
号
「
馬
籍
法
施
行
規
則
制
定
ノ
件
」
（
騎
甲
第
七
七
号
、
一
九
二
二
年

一
月
六
日
、
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ド

C
0
2
0
3
1
0
8
7
6
0
0、
以
下
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
は
コ
ー

ド
番
号
の
み
を
示
す
）
に
、
二
三
年
四
月
の
改
正
（
陸
普
第
一
〇
五
八
号
「
馬
籍
法

施
行
規
則
改
正
ノ
件
」
一
九
二
三
年
六
月
一
六
日
、

C
02031137600

）
と
、
二
六
年

七
月
の
改
正
（
農
林
陸
軍
省
令
第
一
号
「
馬
籍
法
施
行
規
則
中
改
正
ノ
件
」
一
九
二

六
年
六
月
二
八
日
、

C
0
2
0
3
1
3
0
3
0
0
0
）
を
反
映
さ
せ
、
一
九
三
七
年
以
降
の
現
行
規

則
を
作
成
し
た
。

（

18）
一
九
三
七
年
以
降
の
現
行
規
則
と
し
て
、
騎
甲
第
二
一
号
「
地
方
馬
検
査
及
調
査
規

則
制
定
ノ
件
」（
一
九
二
二
年
四
月
六
日
、
C
02031088000

）
に
、
二
三
年
三
月
の
改

正
（
騎
甲
第
一
八
号
「
大
正
十
一
年
陸
達
第
二
十
五
号
中
改
正
ノ
件
」
一
九
二
三
年

三
月
二
六
日
、
C
02031137400

）
と
、
二
六
年
一
〇
月
の
改
正
（
騎
甲
第
四
一
号
「
地

方
馬
検
査
及
調
査
規
則
中
改
正
ノ
件
」
一
九
二
六
年
九
月
一
一
日
、
C
02031303800）

を
反
映
さ
せ
た
。

（

19）
こ
の
馬
政
主
管
の
移
管
に
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
軍
縮
の
影
響
か
ら
、
陸
軍
が

農
商
務
省
に
馬
政
予
算
を
押
し
付
け
る
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
大
瀧
真
俊
「
軍
馬
」
（
荒
川
章
二
、
河
西
英
通
、
坂
根
嘉
弘
、
坂
本
悠
一
、
原
田
敬

一
編
『
地
域
の
な
か
の
軍
隊
８
日
本
の
軍
隊
を
知
る
基
礎
知
識
編
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
五
年
）
二
四
〇
頁
）
。

（

20）
東
村
山
村
の
「
馬
籍

簿
」
に
は
、

除
籍
前
の
馬
籍
が
編

綴
さ
れ
て
い
る
。
馬
籍
法
が

廃
止
さ
れ
る
の
は
一
九
四
九
年
五
月

で
あ
る
が
、
東
村
山
村
の
「
馬
籍

簿
」
は
一
九

四
五
年
六
月
以
降
に
は

情
報
が

更
新
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

終
戦

直
後
に
使
用

が
停
止
さ
れ
た
と

想
定
で
き
る
。

（

21）
以
下
、
ア

ル
フ
ァ
ベ

ッ
ト
二

文
字
の

組
み
合

わ
せ
が

同
じ
場
合
は
、

同
一

人
物
を
指

す
。

（

22）
雌
は
「

牝
馬
（

ひ
ん

ば
）
」
、
雄
は
「

牡
馬
（

ぼ
ば
）
」
、

去
勢
し
た

牡
馬
は
「

�馬

（
せ
ん

ば
）
」
と

呼
ば
れ
る
。

牡
馬
は
一

般
的
に

気
性
が
荒
く
、

牝
馬
と
と

も
に
行

動

さ
せ
る
と

暴
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
軍
馬
と
し
て

人
間
が

扱
っ
た
り

団
体
行

動
を
さ
せ

た
り
す
る
に
は

向
か
な
か
っ
た
た
め
、
日

露
戦
争
以
降
、

種
馬
以

外
の
民

間
牡
馬
の

去
勢
政
策
が
実
施
さ
れ
た
。

（

23）
体

格
の

う
ち
、
用

役
と
は
、

乗
馬

・
輓
馬

・
駄
馬
の
三
用

途
を
指
す
。

乗
馬
は
、

将

校
の

乗
用
と

偵
察

・
伝
令
が
主
な

役
割
と
さ
れ
た
が
、
日
本

で
も
第
一
次
世
界
大
戦

以
降
は
騎
兵
戦
の
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
た
め
、
戦
時
の
需
要
は
最
も
低
か
っ

た
。

対
し
て
、

荷
車
を

牽
引
す
る

輓
馬
と
、

背
中
に

荷
物
を

載
せ
る

駄
馬
は
、

運
搬

の
手

段
と
し
て

需
要
が

高
か
っ
た
。
民

間
に

対
し
て
は
、
戦
場

で
特
に

数
が

必
要
と

さ
れ
た
駄
馬
の
素
質
を
持
つ
馬
が
求
め
ら
れ
た
と
さ
れ
る
（
前
掲
註
４
、
大
瀧
著
書
）。

（

24）
馬

頭
数
の
地
域

ご
と
の

格
差
を

是
正
す
る
た
め
、
馬
に
は

人
の

師
管

区
と
は

別
に

論 文

―66―



「
徴
馬
管
区
」
と
い
う
独
自
の
徴
発
区
が
設
け
ら
れ
、
馬
匹
徴
発
事
務
細
則
に
規
定

さ
れ
た
。
中
野
村
・
庄
下
村
は
第
九
師
団
の
管
区
内
、
東
村
山
村
は
日
中
全
面
戦
争

開
始
時
点
で
第
一
師
団
、
一
九
四
一
年
四
月
一
日
か
ら
人
馬
と
も
に
変
更
さ
れ
近
衛

師
団
の
管
区
内
と
な
っ
た
。

（

25）
馬
匹
徴
発
事
務
細
則
は
、
一
九
二
六
年
の
大
幅
な
改
正
以
降
、
二
八
・
三
〇
・
三
四
・

三
六
・
三
八
・
三
九
・
四
〇
、
四
三
年
に
改
正
さ
れ
た
が
、
徴
発
手
順
な
ど
に
関
わ

る
大
幅
な
改
正
は
な
い
。
本
稿
で
は
、
三
〇
年
当
時
の
現
行
法
（
『
現
行
兵
事
法
令

集
三

召
集
之
部
』
防
衛
省
防
衛
研
究
所
、
一
九
二
九
年
、

C
12120780600

）
を
基

本
的
に
使
用
す
る
。

（

26）
馬
匹
徴
発
事
務
細
則
中
に
は
、
馬
匹
徴
発
委
員
に
関
す
る
詳
細
な
規
定
は
な
い
が
、

地
方
馬
検
査
の
よ
う
に
馬
を
扱
う
軍
人
が
充
て
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（

27）
常
盤
真
重
氏
は
、
郡
制
時
代
の
馬
匹
徴
発
事
務
細
則
を
用
い
て
馬
匹
徴
発
の
仕
組
み

を
述
べ
て
お
り
（
「
日
中
戦
争
に
お
け
る
軍
馬
の
徴
発
―
上
水
内
郡
小
田
切
村
を
中

心
に
―
」
（
『
市
誌
研
究
な
が
の
』
一
〇
号
、
二
〇
〇
三
年
）
）
、
大
瀧
氏
は
茨
城
県
結

城
郡
五
箇
村
（
現
常
総
市
）
の
兵
事
係
で
あ
っ
た
長
岡
健
一
郎
氏
の
証
言
を
用
い
て
、

馬
匹
徴
発
の
手
順
を
解
説
し
て
い
る
（
前
掲
註

19、
大
瀧
論
文
）
。
こ
れ
ら
の
記
述

に
よ
り
、
馬
匹
徴
発
の
流
れ
の
概
略
は
説
明
さ
れ
て
き
た
が
、
日
中
戦
争
時
の
法
規

を
復
元
す
る
作
業
や
、
兵
事
史
料
な
ど
の
一
次
史
料
を
用
い
て
徴
発
の
仕
組
み
自
体

を
復
元
す
る
作
業
は
、
両
者
と
も
行
っ
て
い
な
い
。

（

28）
「
一
二
、
三
一
」
は
、
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
三
月
一
日
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

（

29）
中
野
村
で
は
、
一
九
四
一
年
九
月
一
二
日
に
中
野
村
長
か
ら
出
町
警
察
署
長
宛
に

「
徴
発
馬
配
当
名
簿
送
付
ノ
件
」
が
提
出
さ
れ
て
お
り
、
決
定
し
た
差
出
馬
匹
は
前

も
っ
て
警
察
署
長
に
伝
え
ら
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
本
稿
で

分
析
対
象
と
し
た
庄
下
村
・
中
野
村
・
東
村
山
村
は
、
村
内
で
所
有
さ
れ
た
馬
の
頭

数
が
多
く
て
も
二
〇
頭
程
度
で
あ
り
、
基
本
的
に
所
有
者
一
人
が
所
有
し
た
頭
数
は

一
頭
で
あ
っ
た
た
め
、
村
役
場
で
徴
発
馬
を
一
頭
ず
つ
指
定
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
ｃ
告
知
書
（
史
料
２
―
ｃ
）
に
は
、
馬
の
名
称
な
ど
、
馬
を
確
実
に
特
定

で
き
る
情
報
を
書
く
欄
が
な
く
、
一
人
で
複
数
の
馬
を
所
有
し
て
い
る
場
合
、
指
定

さ
れ
た
性
別
・
用
役
・
年
齢
・
体
高
に
合
う
馬
を
所
有
者
自
身
が
選
ん
で
差
し
出
す

必
要
が
あ
っ
た
可

能
性
が
あ
る
。
徴
発
馬
匹
の

具
体
的
な
差
出
方
法
に
つ
い
て
は
、

よ
り
馬
頭
数
が
多
い

生
産
地
の
兵
事
史
料
を
分
析
す
る
な
ど
、
さ
ら
に
実
証
研
究
を

積
み
重

ね
る
必
要
が
あ
る
。

（

30）
沼
ノ
上
号
の
み
上
か
ら
削
除
線
が
引
か
れ
、
他
の
二
頭
に
つ
い
て
は
欄
外
に
「
徴
発
」

と
の
記

入
が
あ
る
が
、
も
と
も
と
は
こ
の
三
頭
が
徴
発
対
象
馬

だ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

（

31）
第
六

動
員
一
号
の
徴
発

後
に
あ
た
る
九
月
上

旬
に
作

製
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
馬

調

査
表
か
ら
は
、
当
時
中
野
村
に
は
、

牝
馬
の
み
が
九
頭
所

在
し
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。
こ
の

調
査

表
が
正
確

だ
と
す
れ

ば
、
村
内
の
数

少
な
い

�馬
が
全
て
徴
発
対
象

に
な
り
、
「
差
出

不
能
」
馬
の
代
わ
り
に
な
る
馬
が
差
し
出

せ
な
い

状
況
が
あ
っ
た

こ
と
が

推
測
さ
れ
る
。

（

32）
一

般
的
に
、

買
上
代
は
市
場

価
格
よ
り
も

低
く
設
定
さ
れ
、
徴
発
馬
と

同
様
の

資
質

を
持
つ
馬
を
買
上
代
だ
け
で
補
充
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
な
お
、

戦
時
に
は
、
徴
発
と
は
別
に
「
軍
馬

購
買
」
も
実

施
さ
れ
た
。
軍
馬

購
買
と
は
、
軍

馬
の

供
給
を

掌
っ
た
軍
馬

補
充
部
が
、

毎
年
一
定
数
の
軍
馬
を

民
間
か
ら

購
入
し
て

育
成
し
、

成
長
し
た
馬
を

各
部

隊
に
配

属
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
『

富
山
県

報
』
を

見
る
と
、
一
九
三
八
か
ら
四
〇
年
に
か
け
て
、

平
時
か
ら
軍
馬

購
買
を

担
っ

た
軍
馬

補
充
部

だ
け
で
な
く
、
第
九
師
団
も

直
接

購
買
を
実

施
し
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。
う

ち
、
一
九
三
八
年
一
二
月
一
五
日
の

通
牒
で
は
、
「

従
来
、

該
当
馬

ヲ
所

有
シ

ナ
ガ

ラ
出
場

セ
シ

メ
ザ

ル
モ
ノ
多
数

ア
リ
、
時

局
ニ

鑑
ミ
特

ニ
注

意
相

成
度
」

と
の
指

示
が
出
て
い
る
。
茨
城
県
五
箇
村
の
兵
事
係
の
長
岡
氏
に
よ
る
、
「
『

購
買
』

と
い
う
形
式
で
あ
っ
た
が
、
事
実
上
は
『
徴
発
』
と
同
じ
よ
う
に
強
制
的
で
あ
っ
た
」

と
い
う
証
言
も
あ
り
（
長
岡
健
一
郎
「
軍
馬
徴
発

覚
書
（
三
）
」
（
『

歴
史
み
つ
か
い

ど
う
』
一
〇
号
、
一
九
九
〇
年
）
二
三

頁
）
、
出
場
す
る
こ
と
が
前
提
の

半
強
制
的

な
買
い
上

げ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

先
行
研
究
や
史
料
上
で
も
「
徴
発
」
と

「
購

買
」
は

並
列
さ
れ
る
こ
と
が
多

々
あ
り
、
両
者
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
は
更
な

る
分
析
が
必
要
で
あ
る
。
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（
33）

日
中
戦
争
開
始
後
、
農
林
省
馬
政
局
は
幼
駒
（
二
、
三
歳
馬
）
を
馬
産
地
か
ら
共
同

購
入
す
る
こ
と
を
奨
励
し
、
一
九
三
七
年
九
月
に
は
国
か
ら
輸
送
費
・
購
買
員
旅
費

の
二
分
の
一
以
上
を
助
成
す
る
制
度
も
制
定
さ
れ
た
。
大
瀧
氏
は
、
牛
馬
商
に
よ
る

買
い
入
れ
は
、
補
充
時
期
に
バ
ラ
つ
き
（
大
瀧
氏
が
挙
げ
た
例
で
は
一
〇
日
～
五
か

月
）
が
あ
り
、
価
格
も
高
く
な
る
傾
向
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
共
同
購
入
は
補
充
時

期
が
約
一
か
月
後
と
安
定
し
て
い
て
、
価
格
も
安
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

（
大
瀧
真
俊
「
戦
時
体
制
下
に
お
け
る
馬
資
源
実
態
―
農
馬
の
徴
発
と
補
充
の
具
体

的
様
相
―
」
（
『
農
林
業
問
題
研
究
』
一
八
二
号
、
二
〇
一
一
年
）
、
「
戦
時
下
の
軍
馬

政
策
と
農
家
経
営
―
日
中
戦
争
期
関
東
地
方
の
農
耕
馬
徴
発
と
補
充
―
」
（
『
農
業
史

研
究
』
四
九
号
、
二
〇
一
五
年
）
）
。

（

34）
長
岡
健
一
郎
『
銃
後
の
背
景
』
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
、
一
九
九
二
年
）
。

（

35）
公
布
後
の
改
正
は
な
い
た
め
、
施
行
時
の
条
文
（
法
律
第
七
十
六
号
「
軍
馬
資
源
保

護
法
」
一
九
三
九
年
四
月
六
日
、

A
03
0
2
2
333300）

を
参
照
し
た
。

（

36）
馬
政
甲
第
三
五
四
号
（
一
九
四
〇
年
八
月
二
四
日
、

C
01001832700）。

（

37）
久
保
庭
萌
「
昭
和
初
期
に
お
け
る
兵
事
行
政
の
構
造
」
（
『
洛
北
史
学
』
一
四
号
、
二

〇
一
二
年
）
。

（

38）
前
掲
註
６
、
小
林
著
書
。

（

39）
大
瀧
氏
は
、
福
井
県
大
野
郡
平
泉
寺
村
（
現
勝
山
市
）
に
お
い
て
、
事
前
の
報
告
頭

数
を
上
回
る
徴
発
配
当
数
が
二
か
月
連
続
で
割
り
当
て
ら
れ
、
周
囲
の
町
村
か
ら
融

通
を
受
け
て
数
を
揃
え
た
事
例
を
紹
介
し
、
馬
の
徴
発
は
人
の
召
集
ほ
ど
厳
密
で
は

な
か
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
（
前
掲
註

19、
大
瀧
論
文
、
二
四
三
頁
）
。
ま
た
、
庄

下
村
の
兵
事
係
だ
っ
た
出
分
氏
は
、
「
令
状
を
持
っ
て
い
っ
た
ら
飼
い
主
が
、
一
〇

日
程
前
に
馬
を
売
っ
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
だ
、
と
い
う
の
で
弱
っ
た
」
「
仕
方
が
な

い
か
ら
馬

喰
に
た
の

ん
で
、

毛
の

色
や
年
令
の

似
た
の
を

探
し
て
き
て
も
ら
っ
て

切

り
抜
け
た
」
と

証
言
し
て
い
る
（
前
掲
註

５
、
黒
田
編
書
、
六
二
頁
）
。

（

40）
前
掲
註

19、
大
瀧
論
文
、
二
四
四
頁
。

（

41）
前
掲
註

２
、
森
田
著
書
、
六
七
頁
。

（
大

阪
教
育
大
学
事

務
局
）
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